
「
書
　
同
　
文
」
　
考

山

田

崇

仁

【
要
約
】
　
始
皇
帝
に
よ
る
天
下
統
一
（
紀
元
前
二
二
一
年
）
以
降
に
実
施
し
た
と
さ
れ
る
諸
政
策
の
一
つ
と
し
て
、
後
世
〔
文
字
の
統
一
〕
と
称
さ
れ
る

も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
、
今
日
で
も
多
く
の
異
論
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
こ
れ
を
解
明
す
る
た
め
に
、
〔
文
字
の
統

一
〕
政
策
の
象
徴
と
さ
れ
る
瑛
邪
台
刻
石
「
書
同
文
字
」
の
語
源
「
書
同
文
」
「
書
同
名
」
の
理
解
か
ら
説
き
起
こ
し
、
そ
れ
が
〔
任
意
の
概
念
と
そ
の

表
現
と
の
関
係
を
一
意
に
定
め
る
〕
と
解
釈
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
踏
ま
え
、
統
一
年
期
の
〔
文
字
の
統
こ
政
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
ま
ず
〔
文

字
の
統
こ
に
必
須
の
要
素
を
整
理
し
、
次
に
秦
の
書
記
言
語
に
関
す
る
政
策
の
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
「
書
同
文
」
「
書
同
名
」
的
志
向
が
秦
の

文
字
政
策
に
存
在
す
る
こ
と
、
加
え
て
他
の
〔
文
字
の
統
～
〕
に
必
須
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
統
一
秦
期
の
文
字
政
策
は
〔
文
字
の
統

一
〕
と
称
す
る
に
相
応
し
く
、
ま
た
、
視
覚
を
通
じ
た
秦
の
天
下
支
配
そ
の
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
　
　
史
林
九
［
六
四
号
　
二
〇
Q
八
年
七
月

r書　同　文」　考’（山田）

は
　
じ
　
め
　
に

　
紀
元
前
二
二
一
年
、
秦
は
齊
を
滅
ぼ
し
て
天
下
を
統
一
し
、
国
君
た
る
秦
王
政
は
最
初
の
皇
帝
、
す
な
わ
ち
始
皇
帝
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
②

　
始
皇
帝
に
よ
る
天
下
統
一
（
以
下
、
統
～
秦
と
称
す
）
以
降
に
実
施
し
た
と
さ
れ
る
諸
政
策
の
一
つ
と
し
て
、
後
世
〔
文
字
の
統
一
〕
と
表
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
始
皇
帝
の
事
跡
を
顕
彰
す
る
た
め
に
建
立
さ
れ
た
石
碑
中
、
最
も
早
期
に
属
す
る
狼
邪
台
刻
石
の
銘
文
（
冒

頭
に
「
維
二
十
八
（
前
車
～
九
）
年
」
の
紀
年
情
報
を
記
す
）
の
「
同
書
文
字
（
書
の
文
字
を
同
じ
く
す
ご
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
前
漢
の
司
馬
遷
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に
よ
る
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
二
十
六
年
条
の
「
書
聖
文
字
」
の
い
つ
れ
も
が
、
統
一
魚
期
に
実
施
さ
れ
た
文
字
の
統
一
政
策
を
象
徴
的
に
表

現
し
た
も
の
と
解
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
現
在
の
概
説
書
の
多
く
も
、
統
一
秦
期
の
施
策
の
一
つ
と
し
て
文
字
の
統
一
を
採
り
上
げ
る
が
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
複
数
の
説

に
分
か
れ
、
統
一
さ
れ
た
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
（
籾
山
～
九
九
四
・
鶴
間
二
〇
〇
一
・
太
田
二
〇
〇
三
等
）
。

　
一
般
に
こ
の
政
策
は
後
漢
の
許
愼
に
よ
る
『
説
文
解
字
』
序
「
秦
の
始
皇
帝
、
初
め
て
天
下
を
兼
ぬ
。
丞
相
李
斯
乃
ち
奏
じ
て
之
を
同
じ
く

し
、
そ
の
秦
文
と
合
せ
ざ
る
も
の
を
罷
む
。
斯
、
倉
頷
篇
を
作
る
。
中
車
府
令
露
営
、
袋
歴
篇
を
作
る
。
太
史
令
胡
母
敬
、
博
學
篇
を
作
る
。

皆
な
史
箔
大
饗
に
取
り
、
或
ひ
は
頗
る
工
事
す
。
所
謂
小
亭
な
る
も
の
な
り
。
」
に
も
と
づ
き
、
〔
文
字
の
書
体
を
秦
系
の
小
籔
に
統
一
す
る
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

こ
と
だ
と
解
さ
れ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
隷
書
も
含
め
る
べ
き
だ
と
す
る
二
士
圭
一
九
八
八
の
付
加
説
や
、
書
体
の
み
に
議
論
を
駿
小
化
す
る
書
体
で

は
な
く
「
語
彙
や
文
法
も
含
め
た
文
章
語
書
写
習
慣
の
統
一
で
あ
っ
た
」
と
す
る
大
西
二
〇
〇
六
や
、
「
文
書
形
式
や
書
写
媒
体
の
規
格
の
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

一
」
を
も
含
め
る
と
す
る
鶴
間
二
〇
〇
一
の
他
、
多
く
の
解
釈
が
提
示
さ
れ
、
陳
～
九
九
七
で
は
そ
れ
を
以
下
の
八
種
に
整
理
し
て
い
る
。

＠＠＠＠＠＠＠o
小
籔
へ
の
統
一
と
す
る
説
。

籔
書
・
隷
書
の
並
行
と
す
る
説
。

秦
籔
を
軸
と
す
る
書
体
の
整
理
と
す
る
説
。

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
大
量
の
異
体
字
の
整
理
と
す
る
説
。

「
書
同
文
」
は
字
形
を
統
～
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
運
用
面
で
あ
る
文
章
語
の
形
式
を
統
一
し
た
と
す
る
説
。

小
籔
を
「
書
同
文
字
」
の
標
準
と
す
る
政
策
は
失
敗
し
た
と
す
る
説
。

戦
国
各
国
の
文
字
の
差
異
は
大
き
く
な
く
、
七
国
の
文
字
の
異
形
を
誇
大
に
説
く
だ
け
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
説
。

始
皇
帝
期
の
「
書
同
文
」
政
策
は
、
命
令
の
形
式
や
内
容
の
統
一
を
指
す
の
で
あ
り
、
書
体
や
字
形
の
統
一
を
指
す
も
の
で
は
な
い
と
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「書　同　文」考（山闘）

　
　
　
す
る
説
。

　
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
の
揺
れ
が
発
生
す
る
の
か
。

　
そ
れ
は
、
論
者
の
多
く
が
「
書
同
文
字
」
に
つ
い
て
、
統
一
秦
期
の
文
字
の
統
一
を
背
景
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
表
現
で
あ
る
と
す
る
認
識

を
有
し
て
い
る
こ
と
に
根
本
的
要
因
が
あ
る
。

　
句
の
構
造
か
ら
見
る
と
、
「
書
同
文
字
」
の
「
同
」
が
「
ひ
と
し
く
す
る
」
の
意
と
解
さ
れ
る
た
め
、
句
全
体
は
「
A
の
（
一
部
分
で
あ
る
）

B
を
ひ
と
し
く
す
る
」
と
抽
象
化
さ
れ
、
A
・
B
の
関
係
は
「
A
は
B
の
上
位
集
合
（
B
が
A
の
部
分
集
合
）
」
と
な
る
。
実
際
の
「
書
同
文

字
」
で
は
、
A
（
「
書
」
）
が
B
（
「
文
字
」
）
の
上
位
集
合
と
な
る
た
め
、
全
体
と
し
て
は
以
下
の
解
釈
と
な
る
。

　
　
　
「
書
」
が
持
つ
諸
概
念
の
内
、
「
文
字
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
概
念
の
み
を
統
一
し
た
。

　
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
「
書
」
と
「
文
字
」
が
指
し
示
す
の
は
そ
れ
ぞ
れ
何
か
、
ま
た
、
「
文
字
」
が
「
書
」
の
持
つ
何
を
「
ひ
と
し
く
す

る
」
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
「
書
」
と
「
文
字
」
が
親
集
合
・
子
集
合
の
関
係
に
あ
る
以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
が
意
味
す
る
概
念
を
明

白
に
し
な
い
限
り
、
こ
の
問
題
の
根
本
的
解
決
は
果
た
せ
な
い
。
し
か
し
、
管
見
の
限
り
、
「
書
」
が
何
を
指
す
か
、
ま
た
「
文
字
」
が

「
書
」
の
指
し
示
す
諸
概
念
の
何
れ
の
部
分
と
重
な
る
の
か
に
つ
い
て
、
明
確
な
定
義
を
行
っ
た
上
で
の
立
論
を
す
る
先
行
研
究
は
無
い
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
解
釈
が
異
な
る
根
本
的
要
因
と
し
て
、
q
文
字
」
が
指
し
示
す
概
念
は
そ
も
そ
も
何
か
〕
及
び
〔
「
文
字
」
を
統
一
す
る

と
は
そ
も
そ
も
何
か
〕
に
つ
い
て
の
定
義
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
各
研
究
者
に
よ
っ
て
異
な
る
文
字
と
そ
の
統
一

の
イ
メ
ー
ジ
が
議
論
に
反
映
さ
れ
、
結
果
と
し
て
今
日
多
く
の
異
論
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
般
に
、
「
文
字
」
と
は
「
書
記
言
語
（
書
き
こ
と
ば
）
を
介
し
た
情
報
交
換
を
行
う
際
に
使
用
さ
れ
る
記
号
（
以
下
〔
書
記
記
号
〕
と
称
す
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

表
記
の
煩
雑
化
を
避
け
て
〔
〕
は
略
す
。
ご
を
意
味
す
る
表
現
と
認
識
さ
れ
る
。
上
述
の
文
字
の
統
一
に
関
す
る
議
論
も
、
そ
の
認
識
を
前
提

に
す
る
こ
と
に
は
代
わ
り
が
な
い
。

　
し
か
し
、
「
文
字
」
と
い
う
表
記
自
体
が
古
老
皇
本
紀
に
初
出
し
、
そ
の
後
も
司
馬
遷
ま
で
百
年
以
上
も
の
間
使
用
例
が
無
い
た
め
、
同
時
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代
的
に
「
文
字
1
1
書
記
記
号
」
の
関
係
が
ど
の
程
度
認
知
さ
れ
て
い
た
か
自
体
、
実
は
確
言
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
問
題
に
対
し
、
筆
者
は
山
田
二
〇
〇
八
に
て
、
「
文
字
」
と
い
う
表
記
が
、
現
在
『
詳
記
』
の
一
編
と
し
て
知
ら
れ
る
『
中
庸
』
に
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

え
る
「
書
同
文
」
を
引
用
す
る
に
際
し
、
理
露
台
刻
石
銘
文
の
〔
四
字
句
＋
二
句
霞
句
末
（
八
字
）
で
の
押
韻
〕
と
い
う
修
辞
上
の
制
約
を
受

け
て
、
「
書
同
文
」
の
末
尾
に
秦
系
の
書
記
記
号
を
意
味
す
る
表
記
で
あ
る
「
字
」
を
付
加
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
書
記
記
号
は
何
ら
か
の
概
念
と
結
び
つ
い
て
初
め
て
効
力
を
発
揮
す
る
が
、
修
辞
上
の
必
要
性
か
ら
生
ま
れ
た
表
記
で
あ
る
「
文
字
」
は
単

な
る
記
号
の
羅
列
で
し
か
な
く
、
そ
れ
故
に
本
来
的
に
任
意
の
概
念
と
の
結
び
つ
き
を
持
た
な
い
。
そ
の
た
め
「
書
同
文
字
」
か
ら
も
、
何
の

解
釈
を
も
導
き
出
す
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
（
存
在
し
な
い
概
念
の
統
～
を
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
）
。

　
但
し
、
「
書
本
文
字
」
が
戦
国
期
の
「
書
同
文
」
「
書
同
名
」
を
下
敷
き
に
創
作
さ
れ
た
以
上
、
そ
の
表
現
と
統
一
秦
期
の
文
字
の
統
一
政
策

と
の
問
に
は
、
何
ら
か
の
重
な
り
合
う
部
分
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
論
で
は
、
統
一
秦
期
の
文
字
の
統
一
政
策
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
「
書
同
文
」
「
書
同
名
」
と
は
何
を
指
す
表
現
で
あ

る
か
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
統
一
秦
期
の
文
字
の
統
一
政
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

　
ま
ず
、
戦
国
期
の
思
考
と
し
て
の
「
書
同
文
」
「
書
同
名
」
と
は
何
を
指
す
表
現
で
あ
る
か
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
①
A
に
相
当
す
る

「
書
」
が
、
〔
書
記
言
語
〕
に
関
連
す
る
複
数
の
概
念
を
表
現
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
書
記
記
号
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
②
「
文
」

「
名
」
が
①
で
整
理
し
た
「
書
」
が
指
し
示
す
複
数
の
概
念
の
う
ち
、
何
れ
を
表
現
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
す
る
。

③
①
②
の
結
論
を
踏
ま
え
、
「
書
同
文
」
「
書
同
名
」
が
何
を
指
し
示
す
の
か
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
次
に
、
③
の
結
論
を
踏
ま
え
て
、
統
～
半
期
の
文
字
の
統
一
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
④
「
文
字
の
統
一
に
は
何
が
必
要
か
」
に
つ
い
て
の

条
件
を
整
理
す
る
。
⑤
秦
律
等
の
用
例
か
ら
秦
で
実
施
さ
れ
た
文
字
の
統
一
政
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
⑥
⑤
で
検
討
し
た
諸
政
策
が
①
の
条

件
に
当
て
は
ま
る
か
否
か
（
文
字
の
統
～
と
認
め
ら
れ
る
か
否
か
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
「
書
同
文
」
「
書
同
名
」
と
統
一
秦
期
の
文
字
の
統
一
政
策
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
、
そ
の
類
似
点
や
相
違
点
に
つ
い
て
ま
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と
め
る
。

①
　
本
論
で
は
、
原
文
・
句
や
轡
き
下
し
・
現
代
日
本
語
訳
を
引
用
す
る
場
合
に
は

　
「
　
」
を
、
（
本
論
で
の
み
適
応
可
能
な
）
定
義
語
を
指
し
示
す
場
合
は
〔
〕
を

　
使
用
す
る
。
倶
し
、
〔
文
字
の
統
こ
自
体
に
つ
い
て
は
、
本
論
で
頻
出
す
る
た

　
め
、
以
下
、
括
弧
を
除
去
し
て
表
記
す
る
。

②
本
論
で
多
用
す
る
〔
概
念
〕
〔
表
記
〕
〔
表
現
〕
は
、
以
下
の
意
味
で
使
用
す
る
。

　
〔
概
念
〕
と
は
、
あ
る
事
物
に
対
す
る
抽
象
化
・
普
遍
化
さ
れ
た
包
括
的
意
味
内

　
容
を
指
す
。
〔
表
記
〕
は
〔
文
字
（
本
文
で
後
述
す
る
書
記
記
号
）
〕
の
一
つ
以
上

　
の
羅
列
（
1
1
文
字
列
）
だ
が
、
何
ら
か
の
概
念
と
結
び
つ
か
な
い
、
単
な
る
〔
文

　
字
〕
の
羅
列
を
指
す
。
〔
表
現
〕
は
、
〔
文
字
〕
の
一
つ
以
上
の
羅
列
だ
が
、
何
ら

　
か
の
概
念
と
結
び
つ
く
も
の
（
形
態
素
・
テ
ク
ス
ト
等
）
を
指
す
。
以
下
、
何
れ

　
も
表
記
の
煩
雑
化
を
避
け
て
〔
　
〕
は
略
す
。

③
秦
刻
石
に
つ
い
て
は
、
鶴
間
一
九
九
六
を
参
照
さ
れ
た
し
。

④
「
文
字
も
従
来
は
各
国
ご
と
に
異
な
っ
た
書
体
が
使
わ
れ
て
き
た
が
、
始
皇
帝

　
に
よ
っ
て
、
李
斯
が
考
案
し
た
と
い
わ
れ
る
墨
書
に
統
一
さ
れ
た
。
」
太
田
二
〇

　
〇
三
。
三
四
一
頁
。
ま
た
、
永
田
二
〇
〇
～
で
も
、
同
様
の
解
説
を
し
て
い
る
。

⑤
藤
枝
一
九
九
九
で
も
、
皇
帝
繁
用
の
書
体
で
あ
る
小
籔
と
臣
下
用
の
遺
体
で
あ

　
る
隷
書
の
二
つ
に
整
理
さ
れ
た
と
す
る
。

⑥
近
年
の
日
本
に
お
け
る
統
　
秦
期
の
文
字
の
統
一
政
策
に
関
す
る
諸
説
に
つ
い

　
て
は
、
矢
野
二
〇
〇
五
が
整
理
し
て
い
る
。

⑦
「
文
字
」
の
解
釈
の
古
典
と
し
て
、
『
説
文
重
字
』
序
の
「
文
」
を
象
形
（
「
蓋

　
し
象
形
に
依
類
す
る
。
故
に
之
を
文
と
謂
ふ
。
」
）
・
「
字
」
を
形
声
の
象
徴

　
（
「
そ
の
後
形
聲
相
益
す
。
即
は
ち
こ
れ
を
字
と
謂
ふ
。
」
）
と
し
、
そ
の
組
み
合

　
わ
せ
と
し
て
害
記
記
号
の
概
念
を
表
現
し
た
の
だ
と
す
る
解
釈
が
知
ら
れ
る
。
但

　
し
、
こ
の
説
自
体
は
、
本
論
で
採
り
上
げ
る
『
左
傳
』
郭
公
十
二
年
の
「
武
」
を

　
「
止
武
の
構
成
要
素
を
持
つ
「
文
」
」
と
し
て
解
釈
す
る
用
例
か
ら
も
成
立
し
な

　
い
（
「
文
」
は
象
形
以
外
の
〔
書
記
記
号
〕
を
指
す
と
い
う
事
実
）
。
但
し
、
『
説

　
文
解
字
』
序
の
当
該
部
分
自
体
、
（
『
太
平
御
覧
㎞
巻
七
百
四
十
九
：
書
下
：
古
文

　
引
く
）
門
孝
経
援
神
契
』
侠
文
「
そ
の
文
理
象
形
の
驕
、
則
ち
こ
れ
を
文
と
爲
す
。

　
…
（
申
略
）
…
形
聲
會
意
の
驕
、
則
ち
こ
れ
を
文
と
謂
ふ
。
」
と
そ
の
表
現
を
殆

　
ど
｝
致
す
る
事
か
ら
、
お
そ
ら
く
前
漢
末
期
に
作
為
さ
れ
た
緯
書
説
を
許
慎
が
利

　
用
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

⑧
従
来
の
研
究
は
、
「
書
同
文
字
」
を
引
用
し
た
も
の
が
門
中
庸
隔
や
『
管
子
』

　
君
臣
上
「
書
同
名
」
で
あ
る
と
す
る
認
識
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
山
田
二
〇
〇
八

　
は
そ
れ
に
対
す
る
反
駁
で
あ
る
。
詳
し
く
は
同
論
文
参
照
。

文」考（山田）同

第
一
章
　
　
「
魯
」
「
文
」
「
名
」
三
者
の
関
係

第
一
節
　
全
て
を
包
括
す
る
一
「
書
」
一

上
述
し
た
よ
う
に
、
「
書
」
が
集
合
の
全
体
A
に
相
当
す
る
以
上
、
複
数
の
概
念
を
含
む
こ
と
が
ま
ず
は
了
解
さ
れ
る
。
実
際
、
先
学
文
献

暦
　
で
「
書
」
の
用
例
を
調
べ
る
と
、
多
く
の
異
な
る
概
念
を
表
現
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
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「
書
」
の
用
例
と
し
て
最
も
多
い
の
は
、
所
謂
『
尚
書
』
を
指
す
も
の
だ
が
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
た
。

　
〔
書
く
〕
と
い
う
行
為

　
　
　
　
①

　
　
　
『
論
語
』
衛
震
公
「
子
張
、
諸
を
紳
に
書
す
。
」
（
前
五
世
紀
～
四
世
紀
交
代
期
を
成
書
の
下
限
と
す
る
）

　
　
　
『
春
秋
公
羊
傳
』
『
春
秋
穀
豊
野
』
「
何
を
以
て
書
す
扁
（
頻
用
）
（
以
下
、
『
公
羊
傳
』
・
『
穀
梁
傳
』
と
略
す
。
『
公
羊
傳
』
前
三
世
紀
前
期
・
『
穀
梁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
傳
』
同
中
期
の
成
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
　
『
公
羊
中
押
『
春
秋
穀
梁
登
臨
『
春
秋
左
氏
傳
（
以
下
、
『
左
下
』
と
略
す
巌
「
書
せ
ず
」
「
書
す
」
（
何
れ
も
頻
用
）
（
『
左
傳
』
前
四
世
紀
中
期
の
成
書
）

　
書
か
れ
た
も
の
（
あ
る
い
は
蜜
記
雷
語
も
含
む
）

　
　
　
　
　
　
④

　
　
　
『
書
』
召
識
「
周
公
乃
は
ち
朝
に
書
を
用
ひ
て
、
庶
股
・
侯
・
旬
・
男
・
邦
伯
に
命
ず
。
」

　
　
　
圃
書
』
顧
命
「
大
史
書
を
乗
り
て
、
賓
階
よ
り
隣
る
。
」

　
　
　
岡
左
傳
』
嚢
公
命
年
歯
・
『
孟
子
』
告
子
下
「
警
備
」
（
『
孟
子
』
の
成
書
は
前
開
世
紀
末
～
前
三
世
紀
初
頭
。
但
し
、
各
個
の
孟
子
の
雷
説
は
、
前
四
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
紀
後
半
期
に
活
動
し
た
孟
子
自
身
の
そ
れ
を
反
映
し
た
も
の
と
す
る
）

　
　
　
　
⑥

　
書
記
記
号

　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
　
『
世
本
』
作
篇
（
『
尚
書
正
義
』
序
引
）
「
蒼
頷
書
を
作
る
。
」

　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
　
『
呂
氏
春
秋
』
君
守
「
蒼
頷
書
を
作
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
　
『
韓
非
子
』
五
嶽
「
愚
者
、
蒼
額
の
書
を
作
る
や
、
自
ら
環
す
る
者
、
之
を
私
と
謂
ふ
、
私
に
背
く
、
之
を
公
と
謂
ふ
。
公
私
の
相
ひ
背
く
や
、
乃
ち
蒼

　
　
頷
固
よ
り
以
て
之
を
知
る
。
」

　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
　
　
『
蒼
額
篇
』
「
蒼
頷
書
を
作
る
。
」

ま
た
、
「
書
」
は
、
金
文
に
使
用
例
が
あ
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
中
で
最
も
頻
度
が
高
い
の
は
、
〔
命
書
〕
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

こ
れ
は
冊
命
儀
礼
に
お
い
て
確
認
・
薪
た
に
与
え
ら
れ
る
職
事
に
つ
き
、
王
の
言
辞
の
形
式
で
記
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
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「書　同　文」　考（山田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
師
游
鼎
　
段
周
二
八
〇
九
「
弘
以
て
中
に
告
げ
て
書
せ
し
む
。
」

　
　
簑
鼎
　
股
周
二
八
一
九
（
林
皿
B
）
宣
王
二
十
八
年
「
史
□
、
王
に
命
書
を
無
く
。
」

　
　
頒
鼎
一
段
周
二
八
二
七
（
林
匿
B
）
宣
王
三
年
「
サ
氏
、
王
に
命
書
を
授
く
。
」

　
　
免
籍
一
股
周
四
二
四
〇
（
林
H
）
「
王
、
作
冊
サ
に
書
を
受
け
、
免
に
冊
命
せ
し
む
。
」

以
上
の
よ
う
に
、
「
書
」
は
〔
書
く
こ
と
〕
〔
書
か
れ
た
も
の
〕
や
書
記
言
語
に
属
す
る
諸
概
念
（
書
記
記
号
等
）
を
表
現
す
る
記
号
で
あ
る
。

「
書
」
は
正
し
く
「
A
同
B
」
の
A
と
な
る
に
相
応
し
い
が
、
で
は
B
で
あ
る
「
文
」
「
名
」
は
「
書
」
の
持
つ
概
念
の
ど
の
部
分
に
相
当
す

る
の
か
。
次
に
こ
れ
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

第
二
節
　
表
象
に
偏
す
る
一
「
文
」
一

文
献
に
見
え
る
「
文
」
の
用
例
は
複
数
あ
る
。
「
書
」
と
同
様
、
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
。

紋
様
　
　
⑭

　
　
『
詩
』
小
雅
　
南
有
嘉
魚
之
什
　
六
月
「
織
文
鳥
章
。
」

書
記
言
語
（
含
テ
ク
ス
ト
）

　
　
『
論
語
』
學
而
「
子
曰
は
く
、
弟
子
は
入
り
て
は
則
は
ち
孝
、
出
で
て
は
則
は
ち
弟
、
愛
し
み
て
信
、
荒
く
衆
を
愛
し
、
而
し
て
仁
に
親
し
み
、
行
に
鎗

　
力
有
り
、
則
は
ち
以
て
文
を
學
ぶ
。
」

　
　
『
論
語
臨
八
倫
「
子
曰
は
く
、
夏
の
禮
吾
れ
能
く
之
を
言
航
も
、
杞
は
徴
と
す
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
段
の
禮
早
れ
能
く
之
を
言
ふ
も
、
宋
は
徴
と
す
る

　
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
文
献
の
足
ら
ざ
る
が
故
な
り
。
足
れ
ば
則
は
ち
叢
れ
能
く
之
を
徴
と
せ
ん
。
」

　
　
『
論
語
』
短
見
公
「
子
曰
は
く
。
黙
れ
猶
ほ
史
の
文
を
温
き
、
馬
有
る
者
は
、
人
に
借
し
て
こ
れ
に
乗
ら
し
む
る
に
及
べ
ち
。
今
は
亡
き
か
な
。
扁

書
記
記
号
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『
左
傳
』
宣
公
十
二
年
「
夫
れ
文
に
、
業
を
止
め
る
を
武
と
爲
す
。
」

　
　
　
咽
左
傳
嚇
宣
公
十
五
年
「
故
に
文
に
、
正
に
反
す
る
を
乏
と
爲
す
。
」

　
　
　
『
左
傳
』
昭
公
元
年
「
文
に
お
い
て
は
、
皿
轟
を
盤
と
な
す
。
」

　
　
　
『
孟
子
』
萬
章
上
「
故
に
詩
を
説
く
者
は
。
文
を
以
て
僻
を
害
せ
ず
。
解
を
以
て
志
を
害
せ
ず
。
意
を
以
て
志
を
逆
ふ
。
是
れ
こ
れ
を
得
る
と
な
す
。
僻

　
　
を
以
て
す
る
ご
と
き
の
み
。
」
（
朱
喜
…
『
孟
子
集
注
賑
「
文
は
字
な
り
。
僻
は
語
な
り
。
」
）

　
〔
武
〕
と
対
比
さ
れ
る
概
念
と
し
て
の
〔
文
〕

　
　
　
『
詩
聴
小
雅
　
南
有
嘉
魚
之
什
　
六
月
「
文
武
な
る
吉
甫
」

　
〔
文
で
あ
る
〕
と
い
う
評
価

　
　
　
『
論
語
騙
八
倫
「
子
曰
は
く
、
周
の
二
代
に
警
み
る
に
、
郁
郁
乎
と
し
て
文
な
る
か
な
。
盛
れ
周
に
從
は
ん
。
」

多
く
の
例
か
ら
極
く
一
部
を
挙
げ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
が
『
左
縄
』
（
前
四
世
紀
半
ば
の
成
書
）
の
用
例
で
あ
る
。
実

は
、
こ
れ
が
（
現
在
確
認
可
能
な
文
字
資
料
で
は
）
書
記
記
号
の
概
念
を
表
現
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
最
初
の
用
例
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
書
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

記
号
自
体
を
指
し
示
す
表
現
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
複
数
存
在
す
る
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
「
書
」
や
「
名
」
で
は
な
く
、

「
文
」
の
概
念
と
重
な
る
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
に
着
目
す
れ
ば
よ
い
。

　
「
文
」
の
初
義
に
つ
い
て
、
白
川
静
は
「
文
身
（
い
れ
ず
み
）
」
で
あ
る
と
す
る
（
白
川
一
九
五
五
「
釈
文
」
及
び
白
川
一
九
七
〇
「
文
」
参
照
）
。

　
「
文
身
」
と
は
皮
膚
に
施
さ
れ
た
文
様
で
あ
り
、
こ
の
初
義
を
持
つ
「
文
」
が
書
記
記
号
を
示
す
際
に
使
用
さ
れ
た
の
は
、
「
文
身
」
が
皮

膚
と
い
う
媒
体
の
表
層
部
分
に
示
さ
れ
た
形
（
加
え
て
そ
の
形
が
何
ら
か
の
概
念
と
結
び
つ
く
）
に
着
目
し
、
そ
れ
を
他
の
媒
体
に
施
さ
れ
た
形
を

指
し
示
す
た
め
に
借
用
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
書
」
の
「
文
」
と
は
、
書
記
記
号
の
記
号
と
し
て
の
「
形
」
（
記
号
を
構
成
す
る
ス

ト
ロ
ー
ク
そ
の
も
の
）
に
着
目
し
た
表
現
と
理
解
さ
れ
る
。

　
　
書
記
言
語
（
書
）
一
↓
（
同
）
l
l
†
書
記
記
号
に
よ
る
視
覚
化
（
文
）

48　（670）



　
し
か
し
、
〔
文
字
〕
は
、
単
に
「
形
」
の
要
素
の
み
で
構
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
『
左
傳
』
が
あ
る
「
文
（
〔
文
字
〕
）
」
に
つ
い

て
、
対
象
と
な
る
「
文
」
を
分
割
し
た
結
果
得
ら
れ
る
個
々
の
「
文
」
の
概
念
の
集
積
と
し
て
、
も
と
の
「
文
」
の
概
念
を
把
握
す
る
と
い
う

姿
勢
自
体
に
も
う
か
が
え
る
。
こ
の
議
論
が
成
り
立
つ
た
め
に
は
、
個
々
の
概
念
と
そ
の
「
文
（
表
現
）
」
と
の
関
係
が
規
定
さ
れ
、
そ
れ
が

社
会
的
に
通
用
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
概
念
と
表
現
と
の
関
係
は
、
実
は
諸
子
百
家
の
問
で
は
古
く
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
た
命
題
で
あ

る
。
そ
れ
が
「
実
」
と
「
名
」
と
の
関
係
で
あ
る
。

第
蕊
節
　
「
実
」
と
の
対
応
i
「
名
」
1

「書　同　文］　考（山田）

　
書
記
記
号
に
関
連
す
る
「
名
」
の
用
例
は
極
く
少
な
い
。
但
し
、
何
れ
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
一
つ
目
は
、
戦
国
最
末
期
の
成
書
で
あ
る
咽
周
禮
』
に
見
え
る
「
書
名
」
と
い
う
表
現
で
あ
り
（
『
周
置
型
の
成
書
に
関
し
て
は
、
山
田
二
〇
〇

⊥
ハ
a
参
昭
酬
）
。

　
　
　
『
工
手
』
外
史
「
書
の
名
を
四
方
に
達
す
る
を
掌
る
」
鄭
注
「
或
ひ
は
曰
は
く
、
古
は
名
と
云
ふ
。
今
、
字
と
日
ふ
。
四
方
を
し
て
書
の
文
字
を
知
り
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
能
く
こ
れ
を
讃
む
を
得
し
む
る
な
り
。
」

　
　
『
周
禮
』
大
行
入
「
書
名
を
諭
し
」
鄭
注
「
書
名
は
書
の
字
也
。
古
は
名
と
日
ふ
。
聰
禮
に
曰
は
く
、
百
名
以
上
…
。
と
」

　
何
れ
も
鄭
玄
は
「
名
」
に
つ
い
て
書
記
記
号
を
指
す
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
認
識
は
、
『
儀
禮
』
聰
禮
記
の
記
述
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　
　
若
し
故
有
ら
ば
、
則
ち
聰
を
卒
へ
、
標
題
に
書
を
加
へ
て
命
を
与
す
。
違
名
以
上
は
策
に
書
し
、
百
名
に
及
ば
ざ
れ
ば
方
に
書
す
。

　
「
名
」
の
直
前
に
「
百
」
と
い
う
数
値
が
付
き
、
ま
た
「
書
」
と
い
う
行
為
と
「
策
」
「
方
」
と
い
う
媒
体
、
そ
れ
に
加
え
て
「
以
上
」
「
不

及
」
と
い
う
範
囲
が
記
述
さ
れ
る
以
上
、
聰
黒
黒
の
文
は
「
百
を
基
準
と
し
て
書
写
す
る
媒
体
を
変
え
る
」
と
解
釈
さ
れ
る
。
従
っ
て
、

「
名
」
は
書
記
記
号
を
数
え
る
際
に
使
用
す
る
助
数
詞
（
現
代
中
国
語
の
諸
悪
に
相
当
）
と
解
釈
さ
れ
る
。

49　（67！）



　
こ
の
テ
キ
ス
ト
自
体
は
聰
禮
の
経
文
解
釈
で
あ
る
記
の
～
部
で
あ
る
以
上
、
聰
禮
経
文
よ
り
は
成
書
が
降
る
。
但
し
、
こ
の
用
例
が
記
号
の

数
を
数
え
る
助
数
詞
的
用
法
で
あ
り
、
後
述
の
よ
う
に
統
一
秦
以
降
、
同
様
の
用
法
で
使
用
さ
れ
る
書
記
記
号
が
「
字
」
に
統
一
さ
れ
る
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
記
の
成
書
は
統
一
秦
よ
り
前
に
遡
り
、
ま
た
書
記
記
号
を
数
え
る
助
数
詞
と
し
て
の
「
名
」
の
用
法
も
、
統
一
秦
よ
り
前
で
あ

る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
戦
国
の
魯
地
域
の
言
語
空
間
を
反
映
す
る
『
儀
禮
』
に
助
数
詞
と
し
て
「
名
」
が
使
用
さ
れ
る
事
実
か
ら
し
て
、
こ
の
時
代
・

地
域
の
書
記
記
号
に
関
連
す
る
表
現
と
し
て
「
名
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
さ
せ
る
。

　
同
様
に
数
値
と
「
名
」
を
組
み
合
わ
せ
た
表
記
が
先
秦
文
献
に
幾
つ
か
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
　
『
禮
記
』
曲
禮
上
（
前
四
世
紀
前
半
成
書
）
・
檀
弓
下
（
前
四
世
紀
前
半
成
書
）
「
二
名
は
偏
属
せ
ず
。
偏

　
　
　
隅
公
羊
傳
臨
定
公
六
年
・
哀
公
十
三
年
「
二
名
な
る
を
識
る
。
二
名
は
非
禮
な
り
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
　
『
墨
子
』
経
説
上
（
前
三
世
紀
後
半
成
書
）
「
同
と
は
、
二
名
～
實
な
る
は
、
影
踏
な
り
。
兼
に
外
れ
ざ
る
は
、
腸
同
な
り
。
倶
に
室
に
庭
る
は
、
合
同

　
　
な
り
。
以
て
同
じ
き
有
る
は
、
類
同
な
り
。
」

　
唖
興
業
㎏
『
公
羊
傳
』
の
用
例
は
、
「
二
文
字
の
名
」
、
『
墨
子
』
の
用
例
は
「
二
つ
の
名
」
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
「
名
」
は
人
物
・

事
物
を
個
別
に
識
別
す
る
記
号
と
し
て
の
用
法
と
、
直
前
に
数
値
が
附
さ
れ
る
こ
と
か
ら
助
数
詞
と
し
て
の
用
法
を
兼
ね
て
使
用
さ
れ
て
い
る

と
判
断
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
も
一
種
の
書
記
記
号
の
数
を
数
え
る
用
法
と
理
解
し
て
よ
い
。
上
述
の
『
儀
禮
』
膀
禮
記
の
用
例
も
、
お
そ

ら
く
こ
の
よ
う
な
用
例
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
例
で
は
、
「
名
」
が
書
記
記
号
を
数
え
る
際
に
助
数
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
用
法
か
ら

「
書
同
名
」
の
解
釈
を
導
き
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
名
」
が
持
つ
他
の
概
念
か
ら
「
書
同
名
」
に
迫
る
こ
と
に
す
る
。

　
そ
も
そ
も
「
名
」
と
は
、
任
意
の
概
念
に
つ
い
て
他
の
概
念
と
区
別
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
個
別
称
謂
を
命
名
す
る
行
為
及
び
個
別
称
誉

そ
の
も
の
を
指
す
。
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「書　同　文」　考（山田）

　
こ
の
「
名
」
に
つ
い
て
は
、
諸
子
百
家
の
言
説
で
も
採
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
最
も
早
期
の
例
は
、
儒
家
の
開
祖
孔
子
に
遡
る
（
『
論

語
』
子
路
「
子
曰
は
く
、
必
ず
や
名
を
正
さ
ん
か
。
」
）
。
そ
の
他
、
特
に
「
名
家
」
と
し
て
分
類
さ
れ
る
恵
施
（
隅
荘
子
聴
天
下
篇
）
や
公
孫
龍
子
（
『
公

孫
龍
子
』
）
の
議
論
や
、
戦
国
末
の
儒
家
で
あ
る
君
子
の
「
正
名
篇
」
等
で
そ
の
…
端
が
窺
え
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
春
秋
末
か
ら
戦
国
期
を

通
じ
て
、
「
名
」
の
問
題
が
一
定
の
関
心
を
持
た
れ
続
け
て
い
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
尤
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
名
」
へ
の
関
心
は
、
事
物
の

構
成
要
素
を
分
割
・
相
対
化
す
る
公
孫
龍
子
や
恵
施
等
の
他
に
、
「
名
」
と
そ
れ
が
表
す
対
象
で
あ
る
「
実
」
と
の
関
係
を
政
治
的
に
構
築
し

運
用
す
る
こ
と
に
主
た
る
関
心
を
向
け
る
萄
子
や
韓
非
子
等
、
そ
れ
ぞ
れ
方
向
性
が
異
な
っ
て
い
た
。

　
本
論
で
は
議
論
の
手
が
か
り
と
し
て
、
そ
の
中
か
ら
『
筍
子
』
「
正
名
」
篇
の
説
を
参
考
に
「
名
」
が
書
記
記
号
の
ど
の
概
念
と
重
な
る
の

か
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
『
童
子
』
を
採
り
上
げ
た
の
は
、
「
書
同
文
」
「
書
同
名
」
に
関
連
す
る
以
下
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
物

と
し
て
、
荷
子
が
相
応
し
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
①
「
書
同
文
」
を
使
用
す
る
『
中
庸
繍
の
成
書
時
期
と
近
接
（
山
田
二
〇
〇
五
参
照
）
す
る
こ
と
（
『
中
庸
』
は
儒
家
文
献
で
あ
り
、
『
中
麓
の

　
　
成
書
時
期
に
筍
子
は
齊
・
魯
地
域
を
活
動
地
域
と
し
て
い
た
。
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
②
「
書
同
名
」
を
使
用
す
る
『
上
子
』
君
臣
上
が
、
齊
地
の
学
問
を
反
映
す
る
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
（
黒
子
は
、
紀
元
前
三
世
紀
前
期
後
半

　
　
期
に
、
齊
の
穫
下
の
学
壇
に
所
属
し
て
い
た
。
）
。

　
③
狼
邪
台
刻
石
を
含
む
秦
の
刻
石
銘
文
の
選
者
に
擬
せ
ら
れ
る
李
斯
は
、
荷
子
の
弟
子
で
あ
っ
た
。

　
『
葡
子
』
正
名
篇
に
は
、
「
実
」
と
「
名
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

　
　
名
に
は
固
宜
無
し
。
こ
れ
を
約
し
て
以
て
命
ず
。
約
定
ま
り
て
俗
成
れ
ば
こ
れ
を
宜
と
謂
ふ
。
約
異
な
れ
ば
則
は
ち
こ
れ
を
不
宜
と
謂
ふ
。
名
に
は
固
實

　
　
無
し
。
こ
れ
を
約
し
て
以
て
實
に
命
ず
。
約
定
ま
り
て
俗
成
れ
ば
、
こ
れ
を
罪
名
と
謂
ふ
。

　
こ
の
記
述
は
、
言
語
学
の
創
始
者
と
し
て
名
高
い
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
〔
シ
ニ
フ
ィ
エ
（
名
）
〕
と
〔
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
（
実
）
〕
と
の
関
係
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

「
名
」
と
「
実
」
と
の
関
係
が
恣
意
的
（
名
に
は
固
宜
な
し
）
で
あ
る
と
す
る
指
摘
と
の
関
連
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
シ
ニ
フ
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イ
エ
と
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
と
の
関
係
は
、
音
声
言
語
を
対
象
と
し
た
も
の
だ
が
、
葡
子
の
「
名
」
と
は
、
音
声
や
書
記
記
号
等
の
手
段
で
具
現
化

（
表
記
）
さ
れ
る
以
前
の
抽
象
的
表
現
（
或
い
は
抽
象
的
表
現
＋
具
現
化
双
方
を
含
む
）
状
態
と
し
て
捉
え
た
方
が
よ
い
。

任
－
概
一
抽
象
的
表
現
∴
欝
欝

　
但
し
、
本
論
で
対
象
と
す
る
「
名
」
は
、
前
提
条
件
と
し
て
「
書
（
1
1
書
記
言
語
）
」
を
対
象
と
す
る
た
め
、
こ
こ
で
の
「
名
」
は
〔
抽
象
的

状
態
〕
と
〔
書
記
記
号
に
よ
る
具
現
化
〕
を
含
め
た
も
の
と
解
釈
し
て
よ
い
。
従
っ
て
、
句
は
「
書
記
言
語
に
お
け
る
〔
概
念
〕
（
実
）
と

〔
そ
の
表
現
＋
表
記
〕
（
名
）
と
の
関
係
を
一
意
に
定
め
る
」
と
解
釈
さ
れ
る
。

　
　
書
記
言
語
（
書
）
一
↓
（
同
）
一
↓
そ
の
表
現
＋
書
記
記
号
を
用
い
た
表
記
（
名
）
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第
四
節
　
　
「
書
同
文
」
「
書
同
名
」
と
は
何
を
意
味
す
る
か
？

葡
節
で
は
、
「
書
」
「
文
」
「
名
」
三
記
号
の
指
し
示
す
諸
概
念
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
以
下
の
こ
と
を
確
認
し
た
。

①
「
書
」
は
、
書
記
言
語
に
関
連
す
る
複
数
の
概
念
を
表
記
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
等
の
用
例
と
し
て
は
、
「
文
」

　
　
「
名
」
よ
り
も
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
。

②
「
文
」
は
、
任
意
の
媒
体
の
表
面
に
表
象
と
し
て
存
在
す
る
「
形
」
に
着
目
し
た
表
現
で
あ
る
（
表
象
を
中
心
に
据
え
た
表
現
）
。
ま
た
、

　
　
書
記
記
号
そ
の
も
の
を
指
し
示
す
た
め
に
使
用
さ
れ
た
最
古
の
表
現
で
あ
る
。

③
「
名
」
は
、
任
意
の
概
念
と
言
語
と
の
対
応
関
係
を
指
す
（
書
記
言
語
・
口
頭
言
語
双
方
を
含
む
）
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
「
名
」
に
は
、

　
　
書
記
記
号
を
数
え
る
た
め
の
助
数
詞
と
し
て
の
用
例
が
存
在
す
る
。

従
っ
て
「
書
同
文
」
に
つ
い
て
は
、
「
文
」
が
媒
体
上
に
表
現
さ
れ
る
形
象
そ
の
も
の
に
着
目
し
た
表
現
で
あ
る
以
上
、
〔
任
意
の
概
念
に
対



し
、
書
記
記
号
が
表
す
形
を
同
じ
く
す
る
〕
と
解
釈
さ
れ
る
。
無
論
こ
の
関
係
が
成
立
す
る
以
前
に
、
任
意
の
概
念
と
そ
の
表
現
と
の
関
係
が

既
に
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
（
何
故
な
ら
、
こ
の
関
係
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
同
｝
の
表
記
が
異
な
る
概
念
を
指
し
示
す
事
態
が

生
じ
、
書
記
言
語
の
統
一
が
不
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
）
。

　
同
じ
く
「
書
同
名
」
に
つ
い
て
も
、
上
記
の
よ
う
に
、
「
名
」
が
音
声
・
書
記
等
の
言
語
表
記
の
手
段
を
問
わ
な
い
概
念
の
抽
象
的
表
現
を

意
味
す
る
こ
と
と
、
書
記
雷
語
を
指
す
「
書
」
が
記
さ
れ
る
（
讐
酉
語
を
限
定
す
る
条
件
）
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の
「
名
」
は
〔
書
記
記
号
に

よ
る
表
記
を
同
じ
く
す
る
〕
、
す
な
わ
ち
上
記
「
書
同
文
」
の
「
文
」
と
同
義
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。

　
以
上
の
検
討
の
結
果
、
「
書
同
文
」
「
書
同
名
」
の
両
者
は
共
通
の
解
釈
、
す
な
わ
ち
〔
書
記
言
語
に
お
け
る
任
意
の
概
念
と
そ
の
表
記
と
の

関
係
を
一
意
に
定
め
る
〕
と
な
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
思
考
は
、
書
記
言
語
関
連
の
政
策
と
し
て
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
事
例
と
な
る
の
が
、

統
一
秦
期
の
文
字
の
統
一
政
策
で
あ
る
。

「書　同　文」考（山田）

①
　
　
剛
論
語
㎞
の
成
書
時
期
に
関
し
て
は
様
々
な
説
が
あ
る
が
、
前
四
世
紀
前
期
～

　
中
期
の
成
書
で
あ
る
『
礼
記
隔
曲
礼
・
檀
弓
・
緬
衣
・
坊
記
・
表
記
と
い
っ
た
諸

　
篇
や
『
左
伝
』
で
は
『
論
語
臨
が
全
面
的
に
引
屠
さ
れ
て
い
る
。
私
見
で
は
、

　
『
論
語
由
仁
後
発
の
面
癖
の
一
と
さ
れ
る
季
氏
篤
を
曲
礼
が
引
用
す
る
こ
と
を
踏

　
ま
え
て
、
霧
雲
成
書
の
下
限
を
前
五
世
紀
～
前
四
世
紀
交
代
期
に
想
定
し
て
い
る
。

②
『
公
県
議
㎞
槻
高
梁
傳
魅
の
成
書
時
期
に
つ
い
て
は
、
吉
本
二
〇
〇
三
b
・
山

　
田
二
〇
〇
六
b
を
参
照
。

③
『
左
傳
』
の
成
書
時
期
に
つ
い
て
は
、
吉
本
二
〇
〇
二
・
山
田
二
〇
〇
六
b
を

　
参
照
。

④
噸
書
』
の
最
古
に
属
す
る
一
群
の
成
書
時
期
は
、
概
ね
春
秋
宋
期
に
相
当
す
る
。

　
こ
れ
は
、
洛
諮
等
に
見
え
る
金
文
に
類
似
し
た
語
彙
の
用
法
が
、
西
周
金
文
の
そ

　
れ
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
が
根
拠
と
な
る
（
西
周
金
文
的
な
用
語
法
が
忘
却

　
さ
れ
て
い
る
口
後
出
の
註
拠
）
。
吉
本
二
〇
〇
六
a
・
二
〇
〇
七
a
参
照
。

⑤
『
孟
子
』
の
成
書
時
期
に
つ
い
て
は
、
山
田
二
〇
〇
四
を
参
照
。

⑥
「
書
」
に
関
連
す
る
別
記
記
号
の
表
現
と
し
て
、
『
易
㎞
繋
辞
右
下
の
「
書

　
契
」
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
表
記
は
前
漢
末
の
劉
款
『
七
略
』
に
よ
っ
て
「
晋
契
匡

　
文
字
の
古
称
」
と
解
釈
さ
れ
、
そ
れ
が
後
漢
の
『
漢
書
㎞
藝
文
志
や
『
説
文
解

　
字
』
序
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
現
在
に
至
る
。
こ
れ
に
対
し
、
筆
者
は
「
書
契
」
を

　
（
『
尚
轡
正
義
㎞
序
に
引
く
）
鄭
玄
の
『
易
㎞
注
に
説
く
よ
う
に
「
書
1
1
文
字
」

　
「
契
H
割
り
符
し
と
そ
れ
ぞ
れ
を
分
け
て
解
釈
す
べ
き
だ
と
す
る
立
場
に
立
つ
。

　
従
っ
て
、
「
書
契
1
1
文
字
」
な
る
劉
散
以
来
の
認
識
に
は
与
し
な
い
。
詳
し
く
は

　
別
稿
に
て
述
べ
る
予
定
だ
が
、
簡
単
に
そ
の
概
略
を
述
べ
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
先

　
秦
諸
子
百
家
の
文
章
に
「
書
契
」
が
使
わ
れ
る
の
は
、
『
易
㎞
繋
醇
傳
と
成
書
時

　
期
が
ほ
ぼ
同
…
（
前
三
世
紀
中
頃
～
統
一
秦
以
前
）
の
『
周
期
』
と
『
太
平
御
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覧
撫
巻
四
二
九
引
『
愼
子
』
侠
文
の
み
で
あ
る
。
但
し
、
『
周
禮
㎞
で
は
「
書

　
契
」
が
「
契
約
文
書
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
。
更
に
「
契
」
自
体
、
秦
の
統
一

　
に
伴
う
文
字
の
統
一
政
策
に
よ
り
、
同
一
概
念
の
秦
系
の
表
現
で
あ
る
「
券
」
に

　
統
一
さ
れ
た
結
果
「
契
扁
が
駆
逐
さ
れ
、
そ
の
解
釈
も
忘
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
後
、
前
漢
末
の
盤
景
に
よ
る
校
轡
事
業
の
結
果
、
新
た
な
語
彙
が
再
発
見
さ

　
れ
る
中
で
、
欄
易
㎞
の
繋
僻
傳
の
記
述
が
「
文
字
の
古
雅
な
表
現
」
と
し
て
再
解

　
釈
さ
れ
、
息
子
劉
散
の
噸
七
略
』
に
採
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
七
略
』

　
の
記
述
に
影
響
を
受
け
た
後
漢
の
班
固
（
門
漢
書
㎞
の
編
者
。
鯛
漢
書
睡
で
は
藝
文

　
志
以
外
に
も
、
古
今
人
表
第
八
「
書
契
の
作
り
て
よ
り
」
　
・
司
馬
遷
傳
賛
「
い
に

　
し
え
書
契
の
作
り
て
よ
り
」
・
敏
傳
下
「
書
契
後
に
作
る
。
」
で
「
黒
山
」
を
使

　
期
し
、
そ
れ
以
外
に
も
東
都
賦
「
書
契
以
來
」
等
の
著
作
で
「
文
字
の
古
雅
な
表

　
現
た
る
書
契
」
を
使
用
す
る
）
や
許
慎
が
自
ら
の
著
作
の
｝
部
と
し
て
使
用
し
、

　
そ
れ
以
降
、
『
漢
書
㎞
の
編
者
た
る
班
固
の
文
名
や
、
文
字
学
の
古
典
た
る
『
説

　
文
面
字
』
の
権
威
か
ら
、
「
文
字
の
古
雅
な
表
現
た
る
書
契
」
と
い
う
認
識
が
定

　
着
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
（
定
着
し
て
い
る
が
故
に
、
鄭
玄
は
「
轡
」
「
契
」

　
を
分
か
つ
解
釈
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
）
。

⑦
『
世
本
㎞
は
、
始
皇
帝
即
位
葡
に
基
本
的
に
成
書
さ
れ
た
も
の
が
、
始
皇
帝
期

　
及
び
前
漢
期
に
追
加
・
文
字
の
改
変
（
避
誹
）
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
。
吉
本
二

　
〇
〇
六
b
参
昭
…
。

⑧
『
呂
氏
春
秋
』
の
成
書
雪
叩
に
関
し
て
は
、
序
意
篇
の
「
維
秦
八
年
、
歳
在
濡

　
灘
、
秋
、
甲
子
朔
、
朔
之
日
」
の
「
秦
八
年
」
が
何
時
に
相
当
す
る
か
に
つ
い
て

　
が
議
論
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
は
新
城
薪
造
説
（
薪
城
一
九
二
〇
・
～
九

　
二
八
）
に
従
い
、
「
秦
八
年
」
を
始
皇
帝
八
（
前
二
三
九
）
年
と
す
る
。

⑨
五
国
巡
は
、
『
史
記
㎞
老
子
韓
非
列
傳
以
来
、
韓
非
の
自
著
に
な
る
と
し
て
認

　
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
従
え
ば
、
前
三
量
紀
後
半
（
秦
の
統
～
秦
以
前
）
と
な

　
る
。

⑩
『
蒼
頬
嚢
㎞
は
李
斯
が
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
識
字
教
育
書
。
現
在
既
に
散
逸
し

　
て
い
る
が
、
出
土
文
字
資
料
の
中
に
そ
の
断
片
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
居
延
新
簡

　
b
悼
刈
9
国
．
勺
・
日
α
9
一
》
・
同
b
軽
卜
⊃
9
国
㌧
．
↓
㎝
9
一
ω
心
》
・
同
誌
圃
①
c
o
薗
．
℃
．
↓
㎝
①
鳳
O
・

　
薬
園
漢
簡
繹
文
合
校
b
O
。
。
9
合
。
。
0
．
卜
。
一
・
同
…
禽
O
①
…
合
一
。
。
α
』
O
・
敦
万
庶
簡
め
刈
メ

　
敦
ζ
ρ
c
。
愈
・
動
員
①
⑩
9
敦
囚
頃
．
嵐
α
り
》
・
鏡
鞍
①
⑩
メ
謹
直
出
．
忘
①
O
諺
・
同
額
①
⑩
ρ

　
敦
観
照
μ
膳
①
一
》
。
簡
膜
番
号
は
、
甘
猫
省
文
物
考
古
研
究
所
一
九
九
〇
・
一
九
九

　
～
、
謝
桂
華
他
藩
一
九
八
七
に
従
う
）
。
ま
た
、
一
九
七
七
年
に
出
土
し
た
阜
腸

　
県
双
古
堆
一
号
漢
墓
（
前
漢
汝
陰
侯
藩
侯
竈
墓
。
文
帝
十
五
（
紀
元
前
一
六
五
）

　
年
並
）
竹
簡
に
、
門
蒼
頷
篇
』
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
福
田
二

　
〇
〇
四
を
参
照
さ
れ
た
し
。

⑪
「
蒼
頷
忌
門
」
の
四
字
句
は
、
天
下
統
一
以
前
の
『
呂
氏
春
秋
』
君
守
の
用
例

　
が
、
そ
の
前
後
を
含
め
て
歴
世
本
』
作
篇
の
侠
文
と
表
現
が
重
な
る
こ
と
か
ら
す

　
れ
ば
、
『
世
本
』
が
最
古
の
用
例
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
但
し
、
当
該
部
分
の

　
御
世
本
㎞
に
つ
い
て
は
、
「
蒼
造
作
書
」
（
『
尚
轡
正
義
㎞
難
癖
）
と
、
「
蒼
頷
作
文

　
字
扁
（
饗
公
彦
『
周
禮
疏
』
外
史
引
）
と
の
一
…
種
の
侠
文
が
知
ら
れ
る
。
『
呂
氏
春

　
秋
』
や
『
韓
非
子
臨
の
例
か
ら
し
て
、
後
者
が
「
書
」
を
「
文
字
」
に
改
変
し
た

　
と
認
め
ら
れ
る
が
、
改
変
の
理
由
は
、
後
世
蒼
頷
が
作
っ
た
も
の
を
「
誉
」
と
す

　
る
の
み
で
は
意
昧
が
通
じ
づ
ら
く
な
っ
た
の
で
、
転
写
の
際
に
「
文
字
」
に
改
変

　
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
改
変
は
貿
公
彦
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
彼
の

　
所
持
し
て
い
た
『
世
本
隔
が
既
に
そ
の
改
変
を
受
け
た
写
本
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
改
変
の
過
程
か
ら
は
、
四
号
氏
春
秋
』
当
時
で
も
書
記
記
号
を
指
す
「
文

　
字
」
と
い
う
衷
記
が
創
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
る
。

⑫
吉
本
二
〇
〇
五
。
第
一
部
第
一
章
参
照
。

⑬
以
下
、
金
文
に
つ
い
て
は
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
一
九
八
四
の
番
号

　
を
「
股
周
ア
ラ
ビ
ア
数
字
四
桁
扁
形
式
で
挙
げ
、
併
せ
て
林
一
九
八
四
の
断
代
案

　
を
挙
げ
る
。
具
体
的
な
王
の
在
位
年
が
判
明
す
る
器
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
も
併
せ

　
て
挙
げ
る
。

⑭
隔
壁
』
の
大
雅
・
小
雅
・
翌
翌
は
、
西
周
金
文
と
の
語
法
・
語
彙
と
共
通
す
る
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部
分
が
多
く
、
そ
の
成
書
は
西
周
後
期
に
遡
り
得
る
と
判
断
さ
れ
る
。
白
川
一
九

　
八
一
・
吉
本
二
〇
〇
七
a
参
照
。

⑮
西
塔
以
前
の
書
記
雷
語
で
の
事
例
で
あ
る
甲
骨
文
・
金
文
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資

　
料
の
性
格
上
書
記
記
号
を
指
し
示
す
表
現
を
使
用
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
こ
と

　
が
ま
ず
は
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
書
記
記
号
の
異
な
り
数
自
体
が
少
な
い
場
合
、

　
特
に
そ
れ
等
を
包
括
し
た
表
現
（
個
々
の
書
記
記
号
を
包
括
し
た
メ
タ
表
現
）
自

　
体
が
必
要
な
か
っ
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。

⑯
も
っ
と
も
、
鄭
玄
は
「
発
典
・
萬
貢
の
若
き
を
謂
ふ
。
此
名
を
達
し
て
こ
れ
を

　
知
ら
し
む
。
」
と
『
書
』
の
篇
名
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
本
文
で
挙
げ
た

　
文
字
の
旧
称
で
あ
る
と
の
認
識
は
、
或
説
と
し
て
引
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

　
前
後
の
文
に
見
え
る
「
轡
」
が
、
何
れ
も
「
書
か
れ
た
も
の
」
を
意
味
す
る
以
上
、

　
こ
こ
で
唐
突
に
門
書
隔
と
解
釈
さ
れ
る
箏
は
不
自
然
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
文
で

　
は
寧
ろ
或
説
を
主
と
し
て
採
り
上
げ
た
。

⑰
『
禮
記
』
曲
禮
篇
の
成
書
時
期
に
関
し
て
は
、
吉
本
～
九
九
五
を
参
照
。

⑱
『
禮
記
隔
檀
弓
篇
の
成
書
時
期
に
関
し
て
は
、
吉
本
一
九
九
二
を
参
照
。

⑲
腕
墨
子
』
経
説
上
の
成
書
時
期
に
関
し
て
は
、
吉
本
二
〇
〇
三
a
を
参
照
。

⑳
魍
管
子
』
が
郷
地
の
学
問
を
反
映
し
た
著
作
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
金
谷

　
一
九
八
七
結
語
を
参
照
（
但
し
、
同
書
は
君
臣
上
の
成
書
時
期
を
武
内
｝
九
四
三

　
に
従
い
「
秦
・
漢
の
際
に
く
だ
る
扁
と
す
る
）
。
ま
た
、
漸
落
の
生
涯
に
つ
い
て

　
は
内
山
一
九
七
六
を
参
照
。

⑳
　
ソ
シ
ュ
ー
ル
一
九
一
〇
1
一
九
＝
。
こ
の
辺
り
の
議
論
は
中
島
隆
博
二
〇
〇

　
七
第
一
章
が
詳
し
い
。

⑫
音
声
言
語
や
書
記
言
語
を
使
用
し
な
い
形
で
の
情
報
伝
達
に
つ
い
て
は
、
川
田

　
一
九
七
六
を
参
照
。

第
二
章
　
統
一
秦
期
の
文
字
の
統
一
政
策
に
つ
い
て

第
一
節
　
文
字
を
統
一
す
る
に
は
何
が
必
要
か
？

「書　同　文」　考（山田）

　
統
一
秦
期
の
文
字
の
統
一
政
策
に
つ
い
て
、
そ
の
旦
ハ
体
化
と
し
て
一
般
に
言
及
さ
れ
る
の
は
〔
小
籔
（
隷
書
）
へ
の
書
体
の
統
一
〕
で
あ
る
。

小
籔
に
隷
書
や
他
の
書
体
を
加
え
る
か
否
か
は
別
に
し
て
、
統
一
秦
期
に
使
用
さ
れ
る
書
軸
記
号
の
〔
書
体
〕
が
、
書
写
媒
体
や
用
途
に
よ
る

種
別
の
制
約
を
課
さ
れ
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
（
後
述
）
。
で
は
、
〔
書
体
の
統
一
〕
の
み
で
文
字
の
統
一
が
実
現
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
、
少
々
回
り
道
で
は
あ
る
が
、
文
字
の
統
一
と
は
そ
も
そ
も
何
を
指
す
行
為
な
の
か
に
つ
い
て
か
ら
考
え
て
み
る
こ
と
に
し

た
い
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
過
程
が
必
要
か
と
い
え
ば
、
統
一
前
期
の
文
字
の
統
一
政
策
を
議
論
す
る
に
際
し
、
そ
も
そ
も
文
字
の
統
一
に
は
何
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が
必
要
か
に
つ
い
て
定
義
し
、
こ
の
定
義
と
統
一
秦
期
の
文
字
政
策
と
の
比
較
分
析
を
通
じ
て
は
じ
め
て
、
統
一
下
期
の
文
字
統
一
政
策
に
つ

い
て
論
ず
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
は
、
本
来
先
に
議
論
す
べ
き
文
字
の
統
一
と
は
何
か
と
い
う
メ
タ
的
定
義
を
し

な
い
ま
ま
議
論
を
展
開
し
た
た
め
に
、
論
者
間
の
議
論
が
か
み
合
わ
な
い
印
象
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
文
字
論
の
齋
典
と
し
て
名
高
い
河
野
一
九
八
○
で
は
、
「
文
字
の
本
質
」
を
「
文
字
も
～
つ
の
雷
語
記
号
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…

文
字
は
視
覚
に
依
る
。
」
と
定
義
す
る
。
ま
た
中
村
一
九
八
八
で
は
、
上
記
河
野
の
定
義
を
踏
ま
え
、
〔
文
字
〕
を
「
言
語
を
視
覚
的
に
表
す
た

め
に
、
そ
の
言
語
社
会
の
中
で
慣
習
化
・
制
度
化
さ
れ
た
記
号
体
系
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
文
字
は
銀
鼠
記
号
の
さ
ら
な
る
記
号
と
言
え
よ

う
。
」
と
す
る
。
両
者
の
説
を
踏
ま
え
れ
ば
、
〔
文
字
〕
と
は
、
〔
社
会
的
に
通
用
す
る
体
系
を
有
し
た
視
覚
化
さ
れ
た
雷
語
記
号
〕
で
あ
る
と

ま
と
め
ら
れ
る
。

　
従
っ
て
文
字
を
統
｝
す
る
た
め
に
は
、
単
に
書
記
記
号
の
統
　
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
含
め
た
書
記
言
語
の
体
系
そ
の
も
の
の
統
一
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
で
は
、
書
記
言
語
の
統
一
の
た
め
に
は
何
が
必
要
と
な
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
林
二
〇
〇
五
が
「
文
字

の
文
字
た
る
ゆ
え
ん
」
と
し
て
挙
げ
る
以
下
の
三
点
が
参
考
と
な
る
。

　
　
①
字
形
が
社
会
的
通
用
性
を
必
要
と
す
る
。

　
　
②
一
字
一
字
は
、
意
味
を
表
現
す
る
の
で
は
な
く
て
、
一
定
の
言
語
単
位
を
表
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
③
文
字
に
は
、
記
録
す
べ
き
言
語
を
記
録
す
る
の
に
十
分
な
体
系
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
三
者
が
揃
っ
て
初
め
て
、
書
記
雷
語
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
林
は
指
摘
す
る
。
林
の
見
解
は
、
日
本
語
を
対
象
と
し
た
も
の
だ
が
、
こ

れ
は
何
も
日
本
語
ば
か
り
で
な
ぐ
、
本
論
が
対
象
と
す
る
戦
国
か
ら
統
｝
秦
に
か
け
て
の
中
国
語
に
も
通
用
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　
林
の
議
論
を
踏
ま
え
れ
ば
、
文
字
の
統
一
に
は
こ
の
①
～
③
の
統
一
を
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
以
下
の
一
～
皿
に
整
理
す
る
。

　
工
　
社
会
的
通
用
性
の
統
一

　
H
　
言
語
単
位
と
表
記
の
関
係
の
統
一
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皿
　
言
語
と
し
て
の
体
系
の
統
一

　
で
は
、
1
～
璽
は
ど
の
よ
う
な
過
程
で
達
成
さ
れ
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
林
二
〇
〇
五
の
以
下
の
指
摘
が
参
考
と
な
る
。

　
　
　
同
じ
意
味
が
時
に
よ
り
人
に
よ
っ
て
異
な
る
図
形
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
段
階
で
は
、
図
形
は
社
会
的
な
通
用
性
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
社
会
的

　
　
通
用
性
は
、
図
形
と
し
て
の
定
常
性
を
条
件
と
し
て
生
ま
れ
る
。

　
こ
れ
は
、
書
記
記
号
を
あ
る
社
会
で
通
用
さ
せ
る
た
め
の
最
初
の
段
階
と
し
て
、
上
述
の
②
に
相
当
す
る
部
分
、
本
来
恣
意
的
で
あ
る
概
念

（
林
の
「
意
味
」
）
と
視
覚
化
さ
れ
た
記
号
（
林
の
「
図
形
」
）
と
の
関
係
を
、
（
ど
の
よ
う
な
方
法
で
あ
る
か
は
問
わ
ず
）
社
会
的
に
通
用
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
（
但
し
、
こ
こ
で
林
の
い
う
「
図
形
」
と
は
、
書
記
記
号
の
図
形
的
表
現
と
し
て
社
会
的
に
共
有
さ
れ
る
象
徴
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
②

な
字
画
の
構
成
要
素
で
あ
る
〔
字
体
〕
に
他
な
ら
な
い
）
。

　
林
の
指
摘
は
、
書
記
言
語
一
般
を
対
象
と
し
て
述
べ
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
文
字
を
統
一
す
る
上
で
も
当
て
は
ま
る
。
何
故
な
ら
文
字
の
統

一
と
は
任
意
の
書
記
言
語
を
政
治
的
強
制
力
を
用
い
て
社
会
的
に
通
用
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
文
字
を
統
一
す
る
最
初
の
段
階

で
、
〔
実
と
名
と
の
関
係
〕
の
統
一
（
∬
）
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
H
が
達
成
さ
れ
た
次
の
段
階
と
し
て
、
書
記
記
号
の
表
記
上
の
諸

規
則
（
書
記
言
語
の
文
法
や
、
縦
書
き
、
横
書
き
等
の
媒
体
上
へ
の
書
写
規
則
等
）
を
統
一
す
る
（
皿
）
。
H
・
皿
達
成
さ
れ
た
段
階
で
、
よ
う
や
く
基

準
と
し
て
の
〔
統
一
さ
れ
た
書
記
言
語
の
体
系
（
標
準
書
記
言
語
）
〕
が
構
築
さ
れ
る
。
そ
の
〔
標
準
書
記
雷
語
〕
が
〔
社
会
的
に
統
一
的
に
施

行
さ
れ
る
（
王
）
〕
こ
と
で
、
完
全
な
文
字
の
統
一
（
す
な
わ
ち
〔
書
記
琶
語
の
統
こ
）
が
達
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
結
果
、
文
字
の
統
一
の
た
め
に
は
一
～
皿
が
す
べ
て
達
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
最
初
に
E
、
す
な
わ
ち
「
書
同
文
」

が
達
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
書
冒
頭
に
述
べ
た
、
従
来
の
文
字
の
統
一
と
し
て
言
及
さ
れ
る
〔
書
体
の
統

一
〕
と
は
、
表
記
上
の
諸
規
則
の
一
、
す
な
わ
ち
m
の
一
部
で
し
か
な
い
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
〔
書
体
の
統
一
〕
の
み
で

文
字
の
統
一
全
体
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
を
論
ず
る
た
め
に
は
王
～
匿
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
で
は
、
秦
の
文
字
政
策

の
中
に
一
～
皿
に
相
当
す
る
も
の
は
実
施
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
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第
二
節
　
統
一
秦
期
の
書
記
言
語
に
関
す
る
政
策

　
本
節
で
は
、
統
一
秦
期
で
行
わ
れ
た
書
記
言
語
に
関
す
る
諸
政
策
に
つ
い
て
整
理
し
、

要
素
の
何
に
該
当
す
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

そ
れ
ら
は
前
節
で
述
べ
た
文
字
の
統
一
に
必
要
な
諸
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第
一
項
　
概
念
と
衰
現
と
の
統
一

　
統
一
聖
誕
に
文
字
の
統
一
が
実
施
さ
れ
た
と
す
る
認
識
が
狼
邪
台
墨
石
銘
文
の
表
記
か
ら
今
文
主
義
解
釈
で
獲
得
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と

は
、
山
田
二
〇
〇
八
で
既
に
述
べ
た
。
し
か
し
、
こ
の
表
記
自
体
が
「
書
同
文
」
を
下
敷
き
に
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
前
章
で
述
べ
た
「
書

同
文
」
の
解
釈
（
書
記
言
語
の
〔
文
一
1
形
象
〕
の
部
分
を
同
じ
く
し
た
）
と
類
似
し
た
〔
言
語
単
位
と
表
記
の
関
係
の
統
～
（
前
節
∬
）
〕
に
関
す
る

政
策
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
、
天
下
統
一
前
後
の
秦
の
書
記
言
語
の
実
態
の
一
端
を
示
す
出
土
文
字
資
料
の
用
例
を
参
考
に
、
「
実
」
と
「
名
」
と
の
関

係
が
改
め
ら
れ
た
用
例
に
つ
い
て
検
証
し
た
い
。

　
①
統
一
さ
れ
た
用
例
i
「
欝
酋
」
1

　
秦
の
天
下
統
一
に
伴
っ
て
〔
言
語
単
位
と
表
記
の
関
係
〕
が
改
変
さ
れ
た
用
例
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
の
が
、
㎎
史
記
』
秦
鞘
当
本
紀
二
十

六
年
条
の
「
更
め
て
民
に
名
づ
け
て
贈
首
と
日
ふ
」
で
あ
る
。

　
秦
始
皇
本
紀
の
記
述
に
従
え
ば
、
統
一
を
期
に
「
民
」
・
か
ら
「
欝
首
」
へ
の
改
変
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
実
は
「
神
里
」
と
い
う

表
記
自
体
、
始
皇
帝
入
（
前
出
三
九
）
年
の
紀
年
（
序
意
篇
）
を
持
つ
『
呂
氏
春
秋
』
で
既
に
使
用
さ
れ
、
ま
た
『
史
記
』
李
斯
列
伝
の
侵
襲
令

に
対
す
る
李
斯
の
上
書
（
秦
始
皇
本
紀
で
は
始
皇
帝
十
年
と
す
る
）
に
も
「
購
首
」
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
秦
で
は
統
一
以
前
か
ら
「
欝

首
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
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そ
の
た
め
、
時
期
に
つ
い
て
は
秦
始
皇
本
紀
の
記
述
に
そ
の
ま
ま
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
始
皇
帝
期
に
「
民
」
を
改
変
す
る
候
補
と
し

て
「
購
首
」
が
選
択
さ
れ
た
こ
と
は
、
出
土
文
字
資
料
中
に
実
際
に
あ
る
表
記
が
「
黙
首
」
に
改
変
さ
れ
た
例
が
獲
得
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

か
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
統
一
前
の
金
貸
睡
熱
地
秦
簡
と
統
一
後
の
悪
夢
龍
山
岡
秦
簡
と
に
共
通
す
る
律
文
を
挙
げ
る
。

　
雲
夢
睡
虎
地
秦
簡
「
秦
律
十
八
種
」
田
律
五
－
七

　
　
百
姓
の
犬
、
禁
苑
の
中
に
入
り
て
、
獣
を
追
ひ
て
獣
を
捕
ふ
る
に
及
ば
ざ
る
者
は
、
敢
え
て
殺
す
な
か
れ
。
其
の
獣
を
追
ひ
て
、
獣
を
捕
ふ
る
に
及
ぶ
者

　
　
は
、
殺
せ
。

　
雲
夢
龍
歯
秦
簡
七

　
　
購
首
の
犬
、
禁
苑
中
に
入
り
て
獣
を
追
ひ
て
捕
…
…
に
及
ば
ざ
る
…
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

上
例
で
は
、
睡
虎
地
の
「
百
姓
」
を
龍
山
岡
で
は
「
霧
散
」
に
置
き
換
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
天
下
統
一
後
に
任
意
の
概
念
と
そ
の
表
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
の
関
係
を
改
変
す
る
政
策
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
②
秦
系
に
統
一
さ
れ
た
用
例
1
「
字
」
1

　
統
一
秦
期
の
文
字
の
統
～
政
策
に
よ
っ
て
、
秦
系
に
統
一
さ
れ
た
表
記
が
、
現
在
ま
で
影
響
を
与
え
て
い
る
用
例
と
し
て
「
字
」
を
採
り
上

げ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
「
字
」
は
現
在
で
も
普
逓
的
に
使
用
さ
れ
る
書
記
記
号
概
念
の
表
現
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
諸
子
文
献
一
般
に
お
い
て
、
書
記
記
号
に
関
わ
る
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
「
書
」
「
文
」
「
名
」
で

あ
っ
て
、
「
字
」
が
使
用
さ
れ
る
の
は
『
商
君
書
』
の
～
例
の
み
で
あ
る
。
「
字
」
の
用
例
の
多
く
は
、
〔
個
人
の
成
人
以
降
に
付
け
ら
れ
る
個

別
称
謂
（
日
本
で
い
う
所
の
〔
あ
ざ
な
〕
）
〕
や
、
〔
慈
乳
〕
的
な
概
念
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
は
「
字
」
が
書
記
記
号
の

概
念
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
は
相
当
降
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
「
字
」
が
書
記
記
号
の
概
念
を
表
記
す
る
記
号
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
歴
史
に
つ
い
て
、
明
末
清
初
の
人
で
あ
り
、
清
朝
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考
証
学
の
祖
と
さ
れ
る
顧
炎
武
の
『
慧
知
録
』
巻
二
十
二
に
「
字
」
と
題
し
た
項
目
が
あ
り
、
彼
の
見
解
に
従
え
ば
、
「
字
」
を
書
記
記
号
を

意
味
す
る
「
文
字
」
に
関
連
す
る
表
現
と
し
て
採
用
し
た
の
は
秦
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
文
献
上
、
確
実
に
前
三
世
紀
半
ば
以
前
に
遡
り
得
る
よ
う
な
、
書
記
記
号
に
関
連
す
る
「
字
」
の
用
例
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も

統
～
秦
前
後
の
用
例
を
幾
つ
か
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
例
え
ば
、
㎎
史
記
』
呂
不
章
列
伝
に
見
え
る
「
一
字
千
金
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
司
馬
遷
が
確
実
に
老
鴬
牽
当
時
の
材
料
を
使

用
し
て
い
る
か
否
か
確
言
で
き
な
い
（
司
馬
遷
の
創
作
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
）
の
で
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
参
考
と
す
る
に
留
め
て
お
く
。

　
他
の
文
献
で
は
、
『
二
君
書
』
定
分
篇
の
「
敢
へ
て
法
令
を
劃
定
し
、
損
益
～
字
以
上
有
ら
ば
、
罪
死
し
て
赦
さ
ず
。
」
が
知
ら
れ
る
。
定
分

賦
の
成
書
時
期
は
、
統
一
秦
（
前
一
二
世
紀
後
半
）
期
か
、
そ
れ
以
降
の
前
漢
初
期
（
『
史
記
』
以
前
）
ま
で
降
る
か
の
大
き
く
二
説
が
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
好
並
一
九
九
二
に
詳
し
い
が
、
筆
者
は
秦
新
律
等
の
最
近
の
出
土
資
料
に
定
量
篇
と
重
な
る
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
（
雲
質

倉
位
地
幽
翠
『
語
書
』
）
、
そ
の
一
部
分
が
統
一
秦
以
前
に
遡
り
得
る
可
能
性
が
あ
る
と
想
定
す
る
が
、
本
論
で
は
十
分
篇
の
成
書
を
主
題
と
は
し

な
い
の
で
、
時
期
に
つ
い
て
は
考
慮
の
外
に
置
く
。
こ
こ
で
は
、
『
商
高
書
』
の
編
纂
地
と
さ
れ
る
対
地
の
一
芸
説
の
中
に
「
字
」
が
使
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
何
故
な
ら
、
上
記
『
史
記
』
呂
不
仁
列
伝
に
見
え
る
「
一
字
千
金
」
も
、
秦
地
を
そ
の
舞
台
と
し
て
お
り
、
顧

炎
武
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
書
記
記
号
概
念
の
表
現
と
し
て
の
「
字
」
の
用
例
が
秦
地
で
発
生
し
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
傍
証
す
る
の
が
、
顧
炎
武
が
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
出
土
文
字
資
料
の
用
例
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
、
里
耶
秦
簡
の
九
九
の
表
に
見
え
る
以
下
の
記
述
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
凡
千
一
百
一
十
三
字
　
　
（
里
耶
秦
簡
　
J
1
（
6
）
1
　
A
面
　
第
六
欄
）

　
こ
の
竹
簡
は
九
九
の
表
の
最
末
尾
に
属
し
、
「
凡
そ
千
一
百
一
十
三
」
が
九
九
の
各
数
値
（
一
～
八
＋
～
ま
で
）
の
合
計
数
を
示
す
た
め
、

「
字
」
そ
の
も
の
は
術
字
と
さ
れ
る
（
胡
平
生
二
〇
Ω
二
）
。
確
か
に
こ
の
「
字
」
は
彷
字
だ
ろ
う
が
、
逆
に
闘
え
ば
、
無
意
識
に
「
字
」
を
用

い
る
こ
と
に
こ
そ
、
統
一
秦
期
（
J
－
（
8
）
排
に
始
皇
帝
三
十
四
（
無
二
一
三
）
年
の
紀
年
が
見
ら
れ
る
）
の
書
記
言
語
の
場
で
は
、
記
号
の
数
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「書　同　文」考（山田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

を
数
え
る
助
数
詞
と
し
て
「
字
」
を
使
用
す
る
こ
と
が
確
言
で
き
る
。

　
里
耶
秦
簡
の
よ
う
に
、
統
一
秦
期
に
「
字
」
が
書
記
記
号
の
関
連
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
る
用
例
が
存
在
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
上
記

『
史
記
』
呂
不
誰
列
伝
や
『
商
重
書
』
定
正
篇
の
記
述
も
、
そ
れ
な
り
に
当
時
の
実
情
を
反
映
し
た
表
現
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
ま
た
、
前
漢
呂
盾
二
（
前
一
八
六
）
年
の
も
の
と
さ
れ
る
『
二
年
律
令
』
史
律
に
助
数
詞
と
し
て
の
「
字
」
の
使
用
例
が
あ
る
（
竹
簡
番
号
は

張
家
山
二
四
七
號
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
二
〇
〇
一
に
従
う
。
以
下
同
じ
。
ま
た
翻
字
は
可
能
な
限
り
、
通
行
字
体
に
改
め
た
）
。

　
史
律
　
四
七
五
－
四
七
六

　
　
史
の
外
客
に
十
五
篇
を
以
て
試
し
、
能
く
書
五
千
字
以
上
を
風
せ
ば
、
乃
ち
得
て
史
と
爲
す
。
又
、
八
禮
を
以
て
之
を
試
す
。
郡
に
移
し
、
其
の
八
騰
も

　
　
て
大
釜
に
課
し
、
大
星
課
を
乱
し
、
最
一
人
を
取
り
て
以
て
其
の
縣
の
令
史
と
黙
す
。
蔵
男
は
以
て
史
と
漏
す
な
か
れ
。
三
歳
に
一
も
て
井
課
し
、
最
一

　
　
人
を
取
り
て
、
以
て
尚
書
卒
史
と
爲
す
。

　
史
律
　
四
七
七
一
四
七
入

　
　
ト
の
学
童
の
能
く
史
書
三
千
字
を
下
書
し
、
卜
書
三
千
字
を
徴
し
、
ト
し
て
九
登
し
て
七
以
上
を
中
つ
る
は
、
乃
ち
得
て
ト
と
爲
し
、
以
て
官
業
と
爲
す
。

　
　
其
の
能
く
三
萬
以
上
を
謁
訥
す
る
者
は
、
以
て
ト
上
計
六
野
と
爲
す
。
…
（
訣
）
…
。
脩
法
も
て
試
し
、
六
獲
し
て
三
以
上
中
つ
る
者
を
以
て
之
を
補
す
。

　
そ
の
他
助
数
詞
と
し
て
の
「
字
」
の
用
法
は
、
文
献
で
の
『
史
記
』
孝
武
本
紀
第
十
二
「
官
名
、
印
章
を
更
む
る
に
五
字
を
以
て
す
。
」
・

羽
太
錘
重
自
序
第
百
三
十
「
五
十
二
萬
六
千
五
百
字
、
太
史
公
書
を
爲
る
。
」
等
の
用
例
の
他
、
銀
逗
留
竹
簡
王
孫
膣
兵
法
』
五
度
九
奪
「
四

百
二
字
」
・
三
州
申
山
懐
王
墓
竹
簡
『
文
子
』
「
百
一
十
八
字
」
・
同
『
論
語
』
「
…
…
五
百
七
十
五
字
」
「
凡
九
百
九
十
字
」
・
山
陽
漢
簡

『
詩
経
』
「
…
…
南
有
科
木
四
十
八
字
…
…
」
「
…
…
□
巣
四
十
八
字
…
…
」
等
の
出
土
白
丁
の
用
例
が
知
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
こ
と
実
か
ら
す
れ

ば
、
秦
に
始
ま
っ
た
助
数
詞
と
し
て
の
「
字
」
の
使
用
は
、
前
漢
を
通
じ
て
定
着
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
『
二
年
律
令
』
に
は
書
記
記
号
と
し
て
の
「
字
」
の
用
例
も
知
ら
れ
る
。

　
賊
律
　
一
七
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□
□
□
し
て
多
少
其
の
實
を
誤
る
、
及
び
誤
脱
字
は
、
罰
金
一
意
。
誤
れ
ど
も
、
其
の
事
行
ふ
の
可
な
る
者
は
、
論
ず
る
な
か
れ
。

賊
律
1
7
の
捻
文
に
見
え
る
、
「
及
び
誤
脱
字
は
、
罰
金
一
爾
。
」
の
表
現
は
、
『
漢
書
』
藝
文
志
「
字
或
ひ
は
正
か
ら
ざ
れ
ば
、
軌
は
ち
墨
流

　
　
　
　
　
　
⑩

す
。
」
に
類
似
し
、
こ
の
部
分
が
劉
款
『
七
略
嚇
に
基
づ
く
記
述
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
助
数
詞
と
同
様
書
記
記
号
の
表
現
と
し
て
の

「
字
」
が
前
漢
を
通
じ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
さ
せ
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
書
記
記
号
の
表
現
や
助
数
詞
と
し
て
の
「
字
」
の
用
法
は
秦
に
始
ま
り
、
前
漢
で
そ
れ
が
定
着
し
た
。
ま
た
、

証
文
に
書
記
記
号
の
意
昧
で
使
用
さ
れ
る
表
現
が
「
字
」
の
み
で
あ
る
以
上
、
秦
～
前
漢
に
お
い
て
「
字
」
が
公
的
表
記
と
な
っ
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
る
（
東
方
系
の
「
文
」
「
名
」
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
）
。

　
但
し
、
「
字
」
が
書
記
記
号
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
系
譜
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
何
故
な
ら
「
字
」
が
書
記
記
号

に
関
連
す
る
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
た
用
例
が
、
そ
の
初
出
の
時
点
で
既
に
（
〔
助
数
詞
〕
〔
書
記
記
号
そ
の
も
の
〕
の
よ
う
に
）
抽
象
化
し
た
概
念

の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
或
い
は
白
川
一
九
七
〇
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
上
述
の
「
名
」
の
持
つ
助
数
詞
的
用
法
と
の

例
と
同
様
に
、
「
字
」
も
個
人
識
別
称
の
「
字
」
か
ら
派
生
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
③
そ
の
他
の
統
一
さ
れ
た
用
例

　
①
②
で
は
、
秦
の
天
下
統
一
を
期
に
、
〔
任
意
の
概
念
と
そ
の
書
記
記
号
に
よ
る
表
記
と
の
関
係
〕
が
改
変
さ
れ
た
用
例
を
挙
げ
た
。
そ
れ

以
外
に
も
該
当
す
る
用
例
は
複
数
存
在
す
る
が
、
書
記
記
号
に
よ
る
表
記
そ
れ
自
体
は
必
ず
し
も
秦
系
の
そ
れ
に
統
一
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
、
吉
本
二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
七
b
で
は
龍
闇
常
器
・
張
家
山
漢
簡
二
年
律
令
に
頻
出
す
る
「
縣
官
」
が
雲
客
睡
虎
地
秦
簡
の

「
公
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
張
家
山
漢
簡
『
奏
講
書
』
一
七
四
－
一
七
九
に
「
誰
時
両
法
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
に
見
え
る

こ
と
等
を
根
拠
に
、
齊
魯
地
域
で
使
用
さ
れ
て
い
た
表
記
で
あ
る
「
盲
官
」
が
、
秦
の
天
下
統
一
を
契
機
と
し
て
、
秦
の
公
的
表
記
に
取
り
入

れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。

62　（684）



　
ま
た
、
大
西
二
〇
〇
六
で
は
、
秦
系
の
句
末
宇
で
あ
る
「
殴
」
と
六
国
系
の
「
也
」
の
関
係
つ
い
て
、
当
初
「
殴
」
で
統
一
が
図
ら
れ
た
も

の
の
、
後
に
書
写
の
簡
便
さ
か
ら
か
「
也
」
が
優
勢
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
ら
の
改
変
の
実
例
を
踏
ま
え
て
、
公
的
用
語
の
整
理
が

文
字
の
統
一
の
実
態
で
は
な
か
っ
た
か
と
指
摘
す
る
（
本
論
で
述
べ
た
H
に
相
当
）
。
大
西
は
本
論
で
述
べ
た
璽
の
部
分
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な

い
が
、
指
摘
自
体
は
妥
当
と
雷
え
る
。

　
吉
本
・
大
西
の
指
摘
を
踏
ま
え
れ
ば
、
語
彙
の
置
き
換
え
と
い
う
文
字
の
統
一
政
策
が
、
統
一
を
期
に
発
生
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と

や
、
そ
の
政
策
が
統
｝
以
降
も
揺
れ
を
見
せ
な
が
ら
遂
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
秦
で
は
統
一
以
前
か
ら
薪
た
に
秦

の
支
配
に
組
み
込
ま
れ
た
地
域
を
対
象
に
H
の
政
策
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
統
～
後
も
そ
れ
は
遂
行
さ
れ
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

「書　同　文」　考（山田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
項
運
用
面
の
統
【

　
前
項
で
は
、
統
一
秦
期
の
文
字
の
統
一
政
策
の
一
部
と
し
て
、
〔
言
語
単
位
と
表
記
の
関
係
の
統
一
〕
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
こ
れ
は
、
前
節
の
〔
1
言
語
単
位
と
表
記
の
関
係
の
統
一
〕
に
相
当
す
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
書
記
雷
語
の
統

一
は
実
現
さ
れ
な
い
。
書
記
言
語
も
言
語
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
を
運
用
す
る
た
め
の
〔
皿
言
語
と
し
て
の
体
系
の
統
一
〕
が
達
成
さ
れ
て
る
必

要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
統
一
秦
期
の
文
字
の
統
一
政
策
の
中
で
璽
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
「
書
体
の
統
一
」
が
そ
の
代
表
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
秦
に
よ
る
天
下
統
一
に
伴
っ
て
、
従
来
各
国
で
使
用
さ
れ
て
い
た
書
体
を
廃
し
、
秦
で
使
用
さ
れ
て
い
た
書
体
へ
の
統
一
が
行
わ
れ
た
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
り
、
従
来
こ
の
政
策
が
文
字
の
統
一
政
策
の
実
態
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
。

　
例
え
ば
、
度
量
衡
の
標
準
器
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
企
図
し
た
青
銅
器
が
複
数
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
青
銅
器
に
鋳
込
ま
れ
た
腰
文
「
廿

六
年
。
皇
帝
蓋
く
天
下
諸
侯
を
井
遷
す
。
贈
首
大
ひ
に
安
ん
ず
。
號
を
立
て
て
皇
帝
と
爲
る
。
乃
は
ち
丞
相
状
・
縮
に
書
す
。
度
量
法
則
、
壼

な
ら
ざ
る
の
歓
疑
あ
る
者
は
、
皆
な
明
ら
か
に
し
て
こ
れ
を
萱
に
す
。
」
は
小
象
で
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
事
実
は
標
準
的
な
書
体
の
一
つ
と
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し
て
小
象
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
さ
せ
る
。

　
更
に
、
今
日
残
さ
れ
た
現
物
や
拓
本
類
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
始
皇
帝
の
巡
行
先
に
建
立
し
た
碑
文
も
小
指
で
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で

あ
る
。
特
に
こ
れ
ら
温
石
の
殆
ど
が
旧
六
国
地
域
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
書
体
の
統
～
と
い
う
政
策
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
ま
た
、
行
政
文
書
用
の
書
体
に
つ
い
て
も
、
統
～
秦
以
前
の
雲
欝
欝
虎
地
秦
簡
・
統
一
後
の
雲
寄
手
醐
受
認
・
更
に
統
一
後
の
里
耶
秦
簡
の

何
れ
も
今
日
の
我
々
が
隷
書
に
分
類
す
る
書
体
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
行
政
用
文
書
の
標
準
書
体
が
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
る
。

　
上
述
の
よ
う
に
、
現
在
獲
得
さ
れ
て
い
る
出
土
文
字
資
料
か
ら
は
、
小
藩
と
隷
書
へ
の
書
体
の
集
約
化
が
確
認
さ
れ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
が
、
張
家
山
漢
簡
『
二
年
律
令
』
史
律
四
七
五
－
四
七
六
に
見
え
る
「
十
五
篇
」
「
八
二
」
で
あ
る
。

前
者
は
、
噸
薄
身
篇
』
（
上
述
す
る
よ
う
に
、
李
斯
編
纂
と
さ
れ
る
識
字
書
）
の
こ
と
と
さ
れ
、
本
条
が
秦
律
に
基
づ
く
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
ま
た
、

「
八
艦
」
は
『
説
文
野
上
賑
序
が
挙
げ
る
「
八
種
類
の
書
体
」
と
解
釈
さ
れ
る
が
、
許
愼
『
説
文
卍
字
』
序
で
は
、
「
敵
艦
」
を
秦
以
来
の
も

の
と
し
（
自
爾
中
書
有
八
鷺
。
～
田
大
籔
。
二
日
小
書
。
三
日
刻
符
。
四
日
墨
書
。
回
田
纂
印
。
六
日
署
書
。
七
日
彙
書
。
八
日
隷
書
。
）
、
史
律
と
ほ
ぼ
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

内
容
の
尉
律
の
條
文
を
引
く
。

　
「
律
」
と
い
う
政
治
権
力
に
よ
る
そ
の
内
容
の
強
制
力
を
伴
う
テ
キ
ス
ト
に
「
八
騰
」
と
書
体
の
制
限
が
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

（
漢
律
の
祖
先
た
る
秦
律
が
規
制
す
る
）
統
一
秦
期
の
書
記
言
語
の
実
体
と
し
て
、
書
写
媒
体
に
応
じ
て
使
用
す
る
書
体
が
指
定
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
は
小
筆
と
隷
書
と
い
う
二
種
類
の
み
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
で
は
、
何
故
こ
れ
が
皿
に
該
当
す
る
の
か
。
単
に
書
体
の
集
約
の
み
で
は
確
か
に
璽
で
は
な
く
豆
が
相
応
し
い
が
、
統
一
秦
で
は
書
体
を
使

用
す
る
場
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
正
し
く
運
用
面
の
統
一
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
本
項
で
は
運
用
面
の
統
一
に
つ
い
て
書
体
を
中
心
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
冨
谷
二
〇
〇
三
の
記
述
が
参
考
と
な
る
。
冨
谷
二
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○
〇
三
で
は
、
発
行
す
る
文
書
の
種
別
や
格
付
け
の
存
在
に
つ
い
て
指
摘
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
の
種
別
や
格
付
け
に
対
応
し
た
書
体
・
文

体
・
書
写
媒
体
等
の
規
定
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
を
冨
谷
は
「
文
書
行
政
に
関
す
る
規
定
の
確
立
」
と
定
義
し
、
こ
れ
こ

そ
が
統
一
秦
期
の
文
字
の
統
一
政
策
だ
っ
た
と
す
る
。
冨
谷
の
説
は
、
本
論
が
指
摘
す
る
E
に
つ
い
て
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
点
は
問
題
だ
が
、

皿
の
要
素
に
つ
い
て
的
確
に
指
摘
し
た
も
の
と
雷
え
る
。

第
三
節
　
統
［
秦
期
の
文
字
の
統
【

「書　同　文」　考（山田）

　
以
上
、
統
一
半
期
の
文
字
の
統
一
政
策
に
つ
い
て
、
文
字
の
統
一
に
必
要
な
要
素
を
整
理
す
る
所
か
ら
始
め
、
次
に
統
一
学
期
の
書
記
言
語

に
関
す
る
諸
政
策
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　
一
節
で
は
、
文
字
の
統
一
に
は
一
～
懸
の
要
素
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

秦
で
は
上
記
の
定
義
の
う
ち
、
鉦
に
相
当
す
る
「
実
」
と
「
名
」
と
の
関
係
の
改
変
や
皿
に
相
当
す
る
状
況
に
応
じ
た
書
記
言
語
の
運
用

（
書
体
・
書
写
媒
体
・
文
体
等
）
に
関
す
る
政
策
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
が
秦
の
天
下
統
一
と
い
う
政
治
的
な
統
一
に
よ
っ

て
、
天
下
全
体
に
対
す
る
一
の
実
現
に
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
確
か
に
統
一
秦
で
行
わ
れ
た
文
字
政
策
は
、
そ
の
全
体
と
し
て
文
字
の
統
一
に
帰
結
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
さ

れ
、
文
字
の
統
一
と
称
し
て
問
題
な
い
と
言
え
る
。

①
一
般
的
に
は
〔
字
形
〕
と
し
て
語
ら
れ
る
事
が
多
い
が
、
本
論
で
は
笹
原
二
〇

　
〇
六
の
定
義
に
従
っ
て
、
よ
り
抽
象
的
な
概
念
で
あ
る
〔
字
体
〕
を
使
用
す
る
。

　
以
下
、
笹
原
二
〇
〇
六
の
定
義
す
る
〔
字
形
〕
〔
字
体
〕
に
つ
い
て
挙
げ
て
お
く
。

　
「
（
字
形
と
は
）
実
際
に
鉛
筆
、
ペ
ン
な
ど
の
硬
筆
や
毛
筆
で
書
か
れ
た
り
、
活

　
字
な
ど
で
印
刷
さ
れ
た
り
、
箱
に
彫
ら
れ
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
画
面
表
示
な

　
い
し
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
さ
れ
た
り
し
て
、
目
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
字
の
具
体

　
的
な
形
を
指
す
。
」
「
（
字
体
と
は
）
個
々
人
の
脳
裏
に
あ
る
、
字
の
形
を
抽
象
化

　
し
た
骨
組
み
で
あ
り
、
社
会
的
な
約
束
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
字
画
の
構
成

　
の
概
念
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
こ
の
心
理
的
存
在
で
あ
る
「
字
体
」
が
、
個
々

　
の
「
字
形
」
と
し
て
具
現
化
す
る
わ
け
で
あ
る
。
」

②
何
故
、
〔
書
体
〕
で
は
な
く
〔
字
形
〕
な
の
か
。
そ
れ
は
、
〔
書
体
〕
が
「
お
の

　
お
の
の
文
字
に
対
し
て
統
一
的
に
施
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
（
笹
原
二
〇
〇
六
と
を

　
指
す
か
ら
で
あ
る
。
〔
書
体
〕
が
デ
ザ
イ
ン
セ
ッ
ト
に
過
ぎ
な
い
以
上
、
い
く
ら

　
そ
れ
が
統
一
さ
れ
た
と
し
て
も
、
個
々
の
概
念
と
そ
の
表
現
と
し
て
の
書
記
記
号
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の
関
係
が
統
一
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
∬
は
決
し
て
成
立
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
従
来
の
〔
書
体
の
統
一
目
文
字
の
統
一
〕
と
す
る
認
識
は
、
こ
の
関
係
を
認
識
し

　
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
何
故
統
一
秦
期
の
文
字
の
統
一
な
る
用
語
が
唱
え

　
ら
れ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
本
論
冨
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
協
賛
台
刻
石
銘
文
に

　
「
同
書
文
字
」
な
る
表
現
が
見
え
、
〔
文
字
陸
書
記
記
号
〕
の
関
係
を
自
明
の
理

　
と
し
て
解
釈
し
た
結
果
、
文
字
の
統
一
と
し
て
提
示
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。

　
更
に
そ
の
表
現
の
内
実
と
し
て
、
確
認
可
能
だ
っ
た
の
が
籔
書
・
隷
省
へ
の
書
体

　
の
統
～
で
あ
っ
た
こ
と
が
〔
文
字
の
統
一
1
1
籔
書
・
八
田
へ
の
壁
体
の
統
ご
認

　
識
成
立
の
過
程
で
あ
る
。

③
　
大
西
二
〇
〇
六
で
は
、
秦
簡
と
楚
簡
と
の
比
較
か
ら
、
統
一
以
前
に
征
服
地
で

　
使
用
さ
れ
て
い
た
表
現
を
、
秦
が
使
用
す
る
表
現
に
改
め
る
政
策
を
行
っ
て
い
た

　
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

④
雲
夢
睡
虎
地
秦
簡
が
統
一
秦
以
前
の
高
文
で
あ
る
こ
と
は
、
松
崎
二
〇
〇
〇
が

　
既
に
指
摘
す
る
。
吉
本
二
〇
〇
七
b
で
は
、
「
置
型
」
へ
の
置
換
は
始
皇
四
年
～

　
六
年
の
問
に
開
始
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
避
誰
等
の
統
一
を
期
に
実
施
さ
れ
た
と
思

　
わ
れ
て
き
た
諸
政
策
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
段
階
的
に
実
施
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
指

　
摘
す
る
。
な
お
、
竹
簡
の
簡
号
に
つ
い
て
は
、
龍
醐
秦
簡
は
中
国
文
物
研
究
所
・

　
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
二
〇
〇
一
所
収
の
も
の
を
、
睡
蕃
地
薬
簡
に
つ
い
て
は

　
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
一
九
九
〇
所
収
の
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
使
用
す
る
。

⑤
吉
本
二
〇
〇
七
b
で
は
、
「
姓
」
が
始
皇
帝
の
誰
戸
政
」
と
畳
韻
で
あ
る
た
め

　
に
改
変
の
対
象
と
な
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

⑥
本
文
で
述
べ
た
世
論
の
事
例
で
は
「
民
」
以
外
の
表
現
が
「
飾
罫
」
に
改
変
さ

　
れ
た
こ
と
を
明
示
す
る
。
ま
た
獲
得
さ
れ
た
秦
簡
の
用
例
か
ら
は
、
「
民
」
が

　
「
講
書
」
に
改
変
さ
れ
た
事
例
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
李
斯
列
伝
の
上
書

　
で
は
「
民
」
「
購
首
」
の
双
方
が
使
用
さ
れ
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
に
引
く
買
誼

　
「
過
秦
論
」
で
は
、
「
購
首
之
民
」
と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
、
秦
始

　
皇
本
紀
の
「
民
が
欝
首
に
改
変
さ
れ
た
」
と
い
う
記
述
に
問
題
が
あ
る
可
能
性
す

　
ら
あ
る
。
「
落
首
」
に
つ
い
て
は
更
な
る
検
討
を
要
す
る
が
、
本
論
で
は
、
あ
る

　
表
現
を
他
の
表
現
に
強
制
的
に
改
変
す
る
事
例
と
し
て
「
購
首
」
の
存
在
が
確
認

　
で
き
れ
ば
良
い
の
で
、
こ
れ
以
上
の
誉
及
は
行
わ
な
い
。

⑦
竹
簡
の
篇
号
は
、
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
二
〇
〇
七
に
従
う
。

⑧
無
意
識
の
書
写
の
結
果
と
し
て
術
字
が
発
生
し
た
以
上
、
書
記
記
号
の
数
を
記

　
す
際
に
使
用
す
る
助
数
詞
と
し
て
「
字
」
を
使
用
す
る
習
慣
が
定
着
し
て
い
る
こ

　
と
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。

⑨
　
　
糊
二
年
律
令
隔
の
「
二
年
置
が
、
呂
后
二
年
を
指
す
か
否
か
に
つ
い
て
は
異
論

　
も
あ
る
。
冨
谷
至
編
二
〇
〇
六
所
収
の
冨
谷
至
に
よ
る
緒
言
に
詳
し
い
。
筆
者
は

　
冨
谷
説
と
同
じ
く
、
呂
后
二
年
置
を
採
る
。

⑩
『
説
文
欝
欝
㎞
馬
引
論
理
に
も
同
様
の
内
容
が
記
さ
れ
る
。
但
し
、
尉
律
で
は

　
「
書
或
不
正
。
韓
墨
劾
之
。
」
に
作
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
「
字
」
と
「
書
」

　
が
置
き
換
え
可
能
な
表
現
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。

⑪
江
村
二
〇
〇
〇
第
三
部
第
二
章
で
は
、
戦
国
か
ら
秦
、
漢
に
至
る
出
土
文
字
資

　
料
を
通
じ
た
書
体
の
変
遷
を
整
理
し
、
少
な
く
と
も
秦
系
と
理
系
の
間
に
は
大
き

　
な
断
絶
が
見
い
だ
せ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
「
秦
国
の
文
字
は
あ
る
程
度

　
の
変
化
（
特
に
帰
化
）
を
伴
い
な
が
ら
漢
に
完
全
に
受
継
が
れ
て
い
る
。
（
江
村

　
二
〇
〇
〇
。
五
九
七
頁
と
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

⑫
雲
夢
猟
虎
地
秦
簡
・
統
一
後
の
雲
影
龍
山
岡
秦
簡
は
、
何
れ
も
湖
北
省
孝
感
市
安

　
陸
市
よ
り
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
楚
の
本
拠
地
に
近
接
し
た
地
域
で

　
あ
り
、
前
二
七
八
の
白
起
に
よ
る
楚
の
本
拠
郵
（
湖
北
省
議
州
市
）
攻
略
の
後
、

　
秦
の
支
配
下
に
帰
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
秦
簡
が
何
れ
も
秦
の
書
体
を
用
い

　
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
統
一
を
契
機
と
し
て
書
体
の
変
化
が
行
わ
れ
た
と
い

　
う
よ
り
、
旺
の
政
策
が
統
一
以
前
か
ら
遂
行
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
（
本
章
第
二
節

　
参
照
）
、
他
国
の
領
域
を
征
服
す
る
都
度
、
秦
系
へ
の
書
体
の
　
元
化
政
策
が
実

　
行
さ
れ
て
い
た
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

⑬
尉
律
「
學
憧
の
十
七
已
上
は
、
始
め
て
試
す
る
に
九
千
字
を
謁
賦
す
れ
ば
、
乃
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は
ち
史
爲
る
を
得
。
又
た
八
膿
を
目
て
之
を
試
し
、
郡
太
史
に
移
し
、
井
せ
て
課

し
、
最
者
を
目
っ
て
尚
書
史
と
爲
す
。
害
或
ひ
は
正
か
ら
ざ
れ
ば
。
輻
は
ち
之
を

墨
劾
す
。
」

お
　
わ
　
り
　
に

「1　同　文」　考（山田）

　
以
上
、
「
書
同
文
」
が
指
し
示
す
概
念
と
、
統
一
秦
期
に
実
施
さ
れ
た
文
字
の
統
｝
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　
両
者
と
も
、
〔
任
意
の
概
念
と
そ
の
表
現
（
及
び
書
記
記
号
に
よ
る
表
記
）
と
の
関
係
を
一
意
に
定
め
る
〕
と
い
う
志
向
は
異
な
る
と
こ
ろ
が

な
い
。
ま
た
、
そ
れ
が
撰
文
者
の
属
す
る
現
実
の
時
空
間
で
既
に
実
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
〔
現
状
認
識
〕
を
明
示
し
た
と
い
う
点
も
同
様
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
の
形
は
異
な
る
も
の
の
、
解
釈
自
体
は
重
な
る
部
分
が
多
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
但
し
、
両
者
の
間
に
は
、
大
き
な
違
い
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
最
後
に
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
両
者
の
違
い
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
前
者
の
事
例
と
し
て
該
当
す
る
、
儒
家
の
礼
の
各
種
状
況
に
応
じ
た
概
念
表
現
の
規
定
や
、
墨
家
の
経

説
や
名
家
の
議
論
、
或
い
は
カ
ー
ル
グ
レ
ン
一
九
二
六
の
説
く
〔
前
掛
世
紀
の
標
準
文
語
〕
的
な
各
国
を
跨
い
で
通
用
す
る
書
記
言
語
は
、
あ

く
ま
で
〔
事
実
上
の
標
準
〕
と
し
て
現
前
に
存
在
（
「
書
同
文
」
の
実
現
）
す
る
と
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
対
し
て
後
者
は
、
秦
の
天
下
統
一
の
過
程
で
、
政
治
的
強
制
力
を
伴
う
〔
任
意
の
概
念
と
そ
の
表
現
（
及
び
書
記
記
号
に
よ
る
表
記
）
と
の
関

係
を
一
意
に
定
め
る
〕
政
策
を
遂
行
し
た
結
果
、
〔
書
記
言
語
の
公
的
標
準
〕
が
創
出
さ
れ
た
と
い
う
状
況
を
明
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

れ
は
甲
子
の
説
く
「
正
名
」
の
理
想
に
近
い
状
況
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
「
正
名
」
と
は
政
治
的
強
制
力
を
伴
っ
た
〔
任
意
の
概
念
と
そ
の
表
現

と
の
関
係
を
一
意
に
定
め
る
〕
（
本
論
の
H
に
相
当
す
る
）
行
為
な
の
で
あ
る
。

　
但
し
、
こ
の
統
一
は
、
当
初
あ
く
ま
で
行
政
用
文
書
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
何
よ
り
文
字
を
通
じ
た
行
政
の
効
率
的
運
用

を
企
図
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
神
野
志
隆
光
は
、
日
本
古
代
に
お
け
る
文
字
の
普
及
を
政
治
の
問
題
で
あ
り
、
「
文
字
（
漢
字
）
の
交
通

を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
、
国
家
が
作
ら
れ
る
。
」
と
し
、
文
字
の
普
及
を
通
じ
た
国
家
の
形
成
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
（
神
野
志
二
〇
〇
七
）
、
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神
野
志
隆
光
の
指
摘
は
統
一
秦
期
の
文
字
の
統
一
政
策
に
も
当
て
嵌
め
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。

　
河
野
一
九
八
○
の
説
く
よ
う
に
、
書
記
言
語
が
視
覚
に
訴
え
る
雷
語
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
書
記
言
語
の
統
一
は
、
視
覚
を
通
じ
た
秦

の
天
下
支
配
そ
の
も
の
な
の
で
あ
り
、
文
字
の
交
通
を
中
央
が
統
御
す
る
こ
と
も
ま
た
、
秦
の
統
一
を
支
え
る
重
要
な
要
素
、
す
な
わ
ち
、
籾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

山
一
九
九
四
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
行
政
・
支
配
の
た
め
の
道
具
」
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
視
点
で
、
秦
の
文
字
の
統
一
政
策
を
捉
え
た
場
合
、
避
諌
も
「
正
名
」
の
範
疇
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
何
故
な
ら
、
避

諦
は
〔
君
主
の
個
別
称
讃
に
関
連
す
る
表
現
を
、
他
の
表
現
に
改
変
す
る
〕
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
〔
任
意
の
概
念
と
そ
の
表
記
と
の

関
係
が
、
政
治
的
強
制
力
の
下
で
他
の
表
現
に
改
変
さ
れ
る
〕
行
為
そ
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
更
に
言
え
ば
、
所
謂
焚
書
政
策
も
こ
の
範
疇
に
含
め
て
論
ず
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
焚
書
政
策
に
つ
い
て
李
斯
の
上
書
（
そ
れ
が
「
斎
日

可
」
と
い
う
皇
帝
の
決
済
を
経
て
詔
と
な
る
）
で
は
、
「
文
字
を
学
び
た
い
者
は
吏
に
つ
い
て
学
べ
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
識
字
教
育
の
最
初
歩

の
時
点
か
ら
、
秦
の
行
政
用
書
記
言
語
セ
ッ
ト
以
外
で
の
学
習
を
禁
ず
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
私
的
な
書
記
言
語
の
世
界
に
ま
で
政
治
に
よ

る
介
入
が
企
図
さ
れ
、
（
そ
れ
が
制
可
さ
れ
た
以
上
）
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
焚
書
政
策
が
実
施
さ
れ
た
結
果
、
書
記
言

語
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
〔
行
政
用
文
字
〕
の
垣
根
を
越
え
て
～
般
的
な
文
字
使
用
に
ま
で
そ
の
範
瑠
を
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
文
字
の
統
～
の
波
は
、
焚
書
の
枠
内
か
ら
外
さ
れ
た
日
書
（
日
々
の
吉
凶
を
記
し
た
占
い
の
書
物
）
の
表
現
す
ら
、
秦
の
文
字
統
一
政
策
に
よ

っ
て
改
変
さ
れ
た
表
現
に
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響
が
確
認
さ
れ
る
（
こ
の
事
例
は
、
統
一
以
降
～
焚
書
以
前
の
出
土
文
字
資
料
の

た
め
厳
密
に
は
違
う
が
、
こ
こ
か
ら
焚
書
以
前
に
私
的
な
書
記
言
語
の
世
界
に
ま
で
秦
の
文
字
統
一
政
策
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
た
こ
と
を
確
認
さ
せ
、
焚
書

は
そ
れ
を
よ
り
全
国
規
模
で
大
規
模
に
行
っ
た
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
）
。

　
後
世
、
焚
書
政
策
は
、
統
一
秦
の
悪
政
の
象
徴
と
し
て
人
口
に
謄
逃
す
る
が
、
こ
れ
は
文
字
の
統
一
政
策
の
一
貫
で
あ
り
、
（
上
述
の
よ
う

に
）
そ
れ
自
体
は
、
筍
蛮
的
儒
家
が
理
想
と
す
る
〔
雷
語
を
政
治
が
支
配
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
〕
状
態
を
、
書
記
一
罪
語
の
分
野
で
実
行
し
た

に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
統
一
さ
れ
た
書
記
言
語
を
通
じ
た
情
報
の
交
通
路
の
把
握
が
、
秦
の
天
下
統
一
を
支
え
る
重
要
な
要
素
だ
っ
た
の
で
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「轡　同　文」　考（山田）

あ
る
。

①
内
山
一
九
七
六
も
「
蛭
子
の
名
実
論
の
、
王
者
が
「
名
」
を
制
定
す
る
と
い
う

　
主
張
を
、
文
字
の
面
に
当
て
は
め
た
も
の
」
と
、
統
一
秦
の
文
字
の
統
一
を
〔
実

　
　
　
参
　
考
　
文
　
献

日
文
（
五
十
音
順
）

内
山
　
俊
彦
　
　
…
九
七
六
　
　
『
七
子
』
評
論
社
（
後
、
講
談
社
学
術
文
庫
＝
二
九

　
　
四
に
再
録
。
一
九
九
九
年
）
。

太
田
　
幸
男
　
　
二
〇
〇
三
　
「
秦
」
　
　
松
丸
道
雄
・
池
田
　
温
・
斯
波
義

　
　
信
・
神
田
　
信
夫
・
濱
下
武
志
／
編
『
中
国
史
1
　
1
先
史
一
華
漢
1
』

　
　
世
界
歴
史
大
系
。
所
収
。
山
川
出
版
社
。

大
西
　
克
也
　
　
二
〇
〇
六
　
「
戦
国
時
代
の
文
字
と
言
葉
一
1
秦
・
楚
の
違
い
を

　
　
中
心
に
一
」
『
長
江
流
域
と
巴
蜀
、
楚
の
地
域
文
化
』
所
収
。
ア
ジ
ア
地
域

　
　
文
化
叢
書
m
。
雄
山
閣
。

金
谷
　
治
　
　
一
九
八
七
　
　
門
舞
子
の
研
究
－
中
国
古
代
思
想
史
の
一
面
－
』

　
　
岩
波
書
店
。

カ
ー
ル
グ
レ
ン
　
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
　
　
　
九
二
六
　
　
、
9
S
偽
瓢
ミ
》
§
翫
9
童
喬
ミ

　
　
ミ
ミ
謎
ミ
§
寡
。
ら
ぎ
§
．
い
O
α
注
げ
。
お
（
小
野
忍
参
議
左
誓
言
偶
考
』
。
文
求

　
　
堂
書
店
。
一
九
三
九
。
）
。

川
田
　
順
造
　
　
～
九
七
六
　
　
『
無
文
字
杜
会
の
歴
史
…
西
ア
フ
リ
カ
・
モ
シ
族

　
　
の
事
例
を
中
心
に
』
。
岩
波
書
店
（
後
、
岩
波
現
代
文
庫
学
術
六
〇
に
再
録
。

　
　
二
〇
〇
一
年
）
。

河
野
　
六
郎
　
　
一
九
七
七
　
「
文
字
の
本
質
」
『
文
字
』
岩
波
講
座
日
本
語
八
。

　
　
岩
波
書
店
。
後
、
『
河
野
六
郎
著
作
集
』
三
。
平
凡
社
。
一
九
八
O
。
所
収
。

神
野
志
隆
光
　
　
二
〇
〇
七
　
　
「
文
字
文
化
世
界
の
形
成
－
東
ア
ジ
ア
の
古
典
古

　
　
代
」
『
古
典
日
本
語
の
世
界
－
漢
宇
が
つ
く
る
日
本
』
所
収
。
東
京
大
学
教

　
と
名
と
の
関
係
の
統
一
〕
の
実
現
と
し
て
理
解
す
る
。

②
但
し
、
籾
由
は
文
字
統
一
を
「
小
早
を
標
準
書
体
と
し
た
」
と
の
立
場
を
と
る
。

　
　
養
学
部
国
文
・
漢
文
学
部
会
編
。
東
京
大
学
出
版
会
。

笹
原
　
宏
幸
　
　
二
〇
〇
六
　
　
「
漢
字
の
は
た
ら
き
」
『
朝
倉
漢
字
講
座
㎞
二
。
朝

　
　
倉
書
店
。

白
川
　
静
　
　
一
九
五
五
　
門
甲
骨
金
文
学
論
叢
㎞
初
集
。
立
命
館
大
学
中
国
文
学

　
　
研
究
上

－
　
　
一
九
七
〇
　
　
門
説
文
新
自
陣
5
。
田
鶴
美
術
館
。
本
論
で
は
、
白
川
静
著

　
　
作
集
。
別
巻
第
一
期
。
二
〇
〇
二
。
所
収
の
も
の
を
使
用
し
た
。

1
　
　
一
九
八
一
　
『
詩
経
研
究
』
通
論
篇
。
朋
友
書
店
。
本
論
で
は
、
白
川
静

　
　
著
作
集
十
。
二
〇
〇
〇
。
所
収
の
も
の
を
使
用
し
た
。

新
城
　
新
蔵
　
　
一
九
二
〇
　
「
再
び
左
傳
国
語
の
製
作
年
代
を
論
ず
」
。
『
藝
文
』

　
　
九
。
後
、
州
東
洋
天
文
学
史
研
究
』
、
弘
文
堂
書
房
、
一
九
二
八
。
所
収
。

ソ
シ
ュ
ー
ル
　
フ
ェ
ル
ナ
ン
　
ド
　
　
一
九
一
〇
1
一
九
～
一
　
　
．
Q
δ
貼
§
忠
§
越
譜

　
　
勘
養
護
爵
§
讐
“
ミ
に
．
、
（
影
浦
峡
・
田
中
久
美
子
訳
『
ソ
シ
ュ
ー
ル
一
般
言
語

　
　
学
講
義
ー
コ
ン
ス
タ
ン
タ
ン
の
ノ
ー
ト
』
東
京
大
学
出
版
会
。
二
〇
〇
七

　
　
年
）
。

武
内
　
義
雄
　
　
一
九
四
三
　
『
易
と
中
庸
の
研
究
』
。
岩
波
書
店
。
本
論
で
は
、

　
　
『
武
内
義
雄
全
集
㎞
第
三
巻
。
一
九
七
九
。
所
収
の
も
の
を
使
用
し
た
。

鶴
間
和
幸
　
　
一
九
九
六
　
「
重
心
皇
帝
の
東
方
巡
狩
隅
石
に
見
る
虚
構
性
」

　
　
欄
茨
城
大
学
教
養
部
紀
要
』
三
十
。

1
　
　
二
〇
〇
一
　
『
秦
の
始
皇
帝
一
伝
説
と
史
実
の
は
ざ
ま
』
歴
史
文
化
ラ

　
　
イ
ブ
ラ
リ
ー
　
三
二
。
吉
川
弘
文
館
。

69 （691）



冨
谷
　
　
至
　
　
二
〇
〇
三
　
　
『
木
簡
・
竹
簡
の
語
る
中
国
古
代
　
書
記
の
文
化

　
　
史
㎞
岩
波
轡
店

…
i
　
　
二
〇
〇
六
　
　
『
江
甲
張
家
山
二
四
七
號
墓
出
土
漢
律
令
の
研
究
』
論
考
篇
。

　
　
朋
友
書
店
。

中
島
　
隆
博
　
　
二
〇
〇
七
　
　
『
残
響
の
中
国
哲
学
－
言
語
と
政
治
⊥
東
京

　
　
大
学
出
版
会
。

・
氷
m
田
　
神
央
正
　
　
　
二
〇
〇
一
　
　
「
榊
隈
々
学
扁
。
河
野
　

山
ハ
郎
・
千
野
門
　
栄
一
　
・
｝
四
田
龍
…

　
　
雄
編
著
門
世
界
文
字
辞
典
』
（
㎎
言
語
学
大
辞
典
睡
別
巻
）
。
所
収
。
三
省
堂
。

中
村
完
　
　
一
九
八
八
　
「
文
字
総
説
」
。
『
漢
字
と
は
』
漢
字
講
座
第
一
巻
。

　
　
所
収
。
明
治
書
院

林
　
　
史
典
　
　
二
〇
〇
五
　
「
日
本
語
の
文
字
と
書
記
」
。
『
文
字
・
晋
記
睡
所
収
。

　
　
朝
倉
日
本
語
講
座
二
。
朝
倉
書
店
。

林
　
巳
奈
夫
　
　
一
九
八
四
　
　
『
円
周
時
代
青
銅
器
の
研
究
』
股
周
青
銅
器
綜
覧
ユ
。

　
　
吉
川
弘
文
館
。

福
田
　
哲
之
　
　
二
〇
〇
四
　
　
糊
説
文
以
前
小
学
書
の
研
究
』
半
文
社
。

藤
枝
　
晃
　
　
一
九
七
一
　
隅
文
字
の
文
化
史
』
岩
波
轡
店
（
現
在
は
、
講
談
社

　
　
学
術
文
庫
。
講
談
社
。
よ
り
再
版
）
。

松
崎
　
つ
ね
子
　
　
二
〇
〇
〇
　
　
『
睡
虎
地
獄
簡
輪
明
徳
出
版
社
。

籾
山
　
明
　
　
｝
九
九
四
　
『
秦
の
始
皇
帝
…
1
多
兀
世
界
の
統
一
者
…
㎞
中

　
　
国
歴
史
人
物
選
　
第
一
巻
。
白
国
社
。

山
田
　
崇
仁
　
　
二
〇
〇
四
　
「
『
孟
子
』
の
成
書
年
代
に
つ
い
て
」
『
立
命
館
東
洋

　
　
史
学
隔
二
七
。

一
　
　
二
〇
〇
五
　
「
『
礼
記
』
中
庸
篇
の
成
潜
時
期
に
つ
い
て
1
客
α
q
墨
ヨ
モ

　
　
デ
ル
を
利
用
し
た
分
析
一
」
『
中
国
古
代
史
論
叢
』
続
集
。
立
命
館
東
洋
史

　
　
学
会
。

1
　
　
二
〇
〇
六
a
　
「
『
周
禮
』
の
成
書
時
期
・
地
域
に
つ
い
て
」
『
中
國
古
代

　
　
史
論
叢
』
三
。
立
命
館
東
洋
史
学
会
。

　
　
　
　
二
〇
〇
六
b
　
　
「
春
秋
三
伝
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
」
東
亜
文
史
論
叢
。

　
　
一
一
〇
〇
六
年
齢
符
集
口
写
。

　
　
　
　
二
〇
〇
八
　
「
「
文
字
」
な
る
表
記
の
誕
生
」
『
中
国
古
代
史
論
叢
』
五
。

　
　
｛
エ
A
叩
館
東
泌
伸
由
X
瀞
Ψ
△
瓜
。

矢
野
　
千
載
　
　
二
〇
〇
五
　
「
書
同
文
字
小
考
l
l
近
年
の
動
向
と
轡
法
研
究
」
。

　
　
『
日
本
文
学
会
誌
』
十
七
。

好
並
　
隆
司
　
　
～
九
九
二
　
　
『
商
君
書
研
究
㎞
淡
水
社
。

吉
本
　
道
雅
　
　
一
九
九
二
　
　
「
檀
弓
考
」
凹
古
代
文
化
』
四
四
・

　
　
　
　
一
九
九
五
　
「
曲
禮
考
」
『
中
國
古
代
禮
制
研
究
』
小
南
一
郎
編
。
所
収
。

　
　
　
　
二
〇
〇
二
　
「
左
伝
成
書
考
」
『
立
命
館
東
洋
史
学
』
二
五
。

　
　
　
　
二
〇
〇
＝
一
a
　
　
「
墨
子
兵
技
巧
諸
白
小
考
」
　
『
東
洋
史
碕
究
』
山
ハ
ニ
ー
一
一
。

　
　
東
洋
史
研
究
会
。

　
　
　
　
二
〇
〇
三
b
　
「
春
秋
三
伝
小
考
」
『
東
亜
文
史
論
叢
』
一
。
東
亜
文
史

　
　
研
究
会
。

　
　
　
　
二
〇
〇
五
　
　
開
中
国
先
秦
史
の
研
究
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
。

　
　
　
　
二
〇
〇
六
a
　
「
夏
股
史
と
諸
夏
」
『
中
国
古
代
史
論
集
』
三
。
立
命
館

　
　
東
洋
史
学
会
。

　
　
　
　
二
〇
〇
六
b
　
「
史
記
旬
奴
列
伝
疏
証
－
上
古
か
ら
冒
頓
単
干
ま
で

　
　
一
」
開
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
四
五
。

　
　
　
　
二
〇
〇
七
a
　
「
『
左
伝
』
と
西
周
史
」
糊
中
国
古
代
史
論
叢
』
。
立
命
館

　
　
東
洋
史
学
会
。

中
唐
（
耕
音
順
）

陳
昭
容
　
　
～
九
九
七
　
「
秦
「
書
同
文
字
」
薪
探
」
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研

　
　
究
所
集
刊
』
六
八
－
三
。

甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
他
編
　
　
～
九
九
〇
　
　
『
居
延
新
簡
1
…
甲
渠
候
宮
与
第

　
　
四
燧
』
文
物
出
版
社
。
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甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
編
　
　
一
九
九
一
　
『
敦
焼
漢
簡
』
中
華
書
局
。

湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
編
著
　
　
二
〇
〇
七
　
　
州
黒
耶
発
掘
報
告
』
岳
麓
書
社
。

胡
平
生
　
　
二
〇
〇
三
　
　
m
讃
里
耶
秦
簡
札
記
」
『
中
国
文
物
報
隔
。
二
〇
〇
三
年
九

　
　
月
十
二
・
十
九
日
号
。

李
珍
・
周
長
揖
編
撰
　
　
～
九
九
九
　
　
『
漢
字
古
今
音
表
』
（
修
訂
本
）
。
中
華
書
局
。

劉
金
華
　
　
二
〇
〇
三
　
　
「
秦
漢
簡
績
、
．
九
九
残
雪
、
．
述
論
」
『
文
博
㎞
二
〇
〇
三

　
　
年
第
三
期
（
総
日
算
期
）
。

裂
錫
圭
　
　
一
九
八
八
　
　
『
文
字
学
概
要
』
商
務
印
書
館
。

王
覇
　
　
二
〇
〇
〇
　
　
『
秦
出
土
文
鰍
編
年
』
新
本
豊
出
版
社
。

謝
桂
華
他
編
　
　
一
九
八
七
　
　
『
居
延
漢
簡
釈
文
合
校
㎞
文
物
出
版
社
。

墨
摺
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
　
　
一
九
九
〇
　
　
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
㎞
文
物
出
版
社
。

吉
本
　
道
雅
　
　
二
〇
〇
七
b
　
「
睡
虎
地
秦
簡
年
代
考
－
附
論
日
本
中
国
古
代

　
　
史
研
究
的
現
状
」
（
孫
正
議
訳
）
。
門
北
京
与
京
都
－
架
設
中
日
的
知
識
橋
梁

　
　
；
北
京
大
学
潮
繋
都
大
学
第
二
次
人
文
学
術
語
討
会
論
文
或
提
要
集
㎞
。
北
京

　
　
大
学
歴
史
学
系
。

張
家
山
二
四
七
號
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
著
　
　
二
〇
〇
一
　
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡

　
　
－
二
四
七
號
墓
』
文
物
出
版
社
。

趙
平
安
　
　
二
〇
〇
六
　
「
新
出
《
史
律
》
與
《
史
癒
篇
》
的
性
質
」
簡
吊
網
。
在

　
　
線
“
ぎ
貿
＼
＼
毛
毛
≦
ぴ
。
・
彗
．
o
H
α
q
マ
。
”
＼
鶏
。
芝
要
一
三
①
も
9
認
理
工
。
。
ω

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
　
　
一
九
八
四
　
　
門
股
周
金
文
集
成
』
中
華
書
局
。

中
国
文
物
研
究
所
・
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
　
　
二
〇
〇
～
　
『
龍
闘
秦
簡
』
中

　
　
華
書
局
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
立
命
館
大
学
非
常
勤
講
師
）

文」考（山田）同「書
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A　Study　of　Shu　tong　wen　X同文and　the　Qin　Dynasty　Policy　of

　　　　　　　　　　　“Standardization　of　Written　Language”

by

YAMADA　Takahito

　　Arnong　the　several　policies　instituted　by　the　Qin　dynasty　（defined　for　purposes

of　this　article　as　the　period　from　the　unification　of　the　Chna　by　Qin　Shi　Huang　in

B．C．　221　to　the　downfall　of　the　Qin　state）　was　one　that　later　carne　to　be　1〈nown　as

the　policy　of　the　“standardization　of　written　characters．”　Tlte　reality　of　the　policy

of　“standardization　of　wxitten　characters”　is　generally　understood　as　an　attempt

“to　make　the　style　of　the　Qin　State　the　standard　form　for　written　characters．”

However，　there　have　been　maRy　objections　to　this　interpretatioR　and　no　definite

conclusion　has　been　reached　on　the　point．　This　article　aims　to　resolve　this　issue．

　　First，1　have　analyzed　the　phrases　sha　tong　wen書同文and　shec　tong　ming書同

名（both　of　which　are　taken　from　works　of　the　Wariring　States　period，　prior　to　the

Qin　dynasty）thaもare　sources　of　the　phrase　shu　tong　wen　gi書箱文字that　sym－

bolized　the　Qin　dynasty　policy　of　“standardization　of　written　characters．”

　　As　a　resuit，　1　have　made　clear　that　these　phrases　both　mean　a　“determination

that　there　should　be　unity　・in　the　conception　of　individual　discretion　in　scribal　writ－

ten　language　and　in　the　representation　of　it．”　Moreover，　1　point　out　that　the　idea

of　standardizing　the　written　language　had　aiready　existed　among　the　thinkers　of

Warring　States　Period．

　　Next，　based　on　this　conclusion，　1　preceded　to　examine　the　policy　of　the　“stan－

dardization　of　written　characters”　of　the　Qin　Dynasty．

　　1　first　analyzed　the　prerequisites　for　“standardization　of　characters．”　1　concluded

that　three　essential　elements　were　required：　（1）　standardization　of　social　usage，

（2）　standardization　of　the　relationship　between　linguistic　units　and　their　written

representation，　（3）　standarclization　of　the　system　as　a　language．　Next，　1　aRalyzed

the　poticy　regarcling　the　written　language　chiefiy　on　the　basis　of　data　from　written

materials　excavated　from　the　period　of　the　Qin　dynasty．　As　a　result，　1　confirmed

that　Qin　Dynasty　policy　on　the　staRdarclization　of　characters　corresponded　to　pofi－

cy　that　would　implement　conditions　（2）　and　（3）　above，　and　that　the　unificabion　of

China　had　brought　about　condition　（1）．　Given　the　above，　it　is　clear　that　the　policy
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of　Qin　dynasty　can　correculy　be　caNed　a　policy　of　the　“standardization　of　iuitten

characters．”

　　What　then　are　the　points　of　similarity　and　di£ference　between　the　Wamhg－

States－period　phrases　shu　tong　wen　（writing　matches　the　text）　and　shu　tong　ming

（writing　matches　the　narne）　and　the　Qin　dynasty　policy　of　standardizing　written

chairacters？　First，　they　are　similar　in　that　both　aimed　at　standardization　of　the

writteR　scribal　language．　The　difference　was　that　in　contrast　to　the　earlier　tenms

which　indicated　the　“de－facto　standard，”　a　recognition　of　reality，　the　latter　was　the

stipulation　of　a　“de－jure　standard”　that　was　to　be　enforced　by　political　authorky．

On　the　basis　of　this　difference，　the　Qin　dynasty　policy　of　the　standarclization　of

written　characters　was　the　visuatization　of　the　rule　of　Qin　dynasty　itseif，　and　the

control　of　the　routes　by　which　information　fiowed　by　standardization　of　the　written

language　was　an　important　element　supporting　the　rule　of　the　Qin　empire．

　　　　　　　　　Peacemaking　in　13th－Century　lceland：

A　Consideration　．of　the　Submission　to　Norwegian　Kingship

by

MATSUMoTo　Sayaka

　　IcelaRd　was　setded　mainly　by　Norwegian　Vikings　in　the　period　c．870－c．930．

Towards　tlie　end　of　tliis　period，　settlers　established　laws　and　an　assembly　system．

They　kept　lceland’s　‘independent’　status　until　1262／64，　at　which　time　lcelanders

swore　to　pay　tribute　and　submit　to　the　king　in　Norway．　Subsequently，　the　country

was　under　foreigri　rule　until　the　foundation　of　the　republic　in　1944．　in　the　19th　and

early　20th　centuries，　under　the　血且uence　of鋤e　strug91e　fbr　辻Ldependence，　the

society　that　had　existed　during　the　period　c．930－1262　began　to　be　called　Pl’o’Oveldi，

usually　translated　as　‘the　Commonwealth’　or　‘the　Free　State’．　lt　was　thought　of　as

a　‘cornmonweakh’　composed　of　free　farmers，　who　refused　the　rule　of　any　king．

S血ce鋤en，　the　lcelandic　Cornmonweai出Period　has　been　praised　as　a　golden　age，

while　the　period　under　foreign　rule　was　thought　of　as　an　lcelandic　dark　age．　There

was　a　tendency　to　revise　such　a　nationalistic　view　in　the　1970s　as　the　Sagas

（prose　stories　written　in　Old　Norse　in　tke　12th－14th　centuries）　began　to　be　re－

evaluated　as　historical　sources，　but　little　attention　has　been　paid　to　the　period
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